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一 近代諏訪の 環境経済史一

杉 山伸也 ・ 山 田 　泉

は じめ に

　先進国を中心 とす る工 業化 の 進展 は，
一

方で所得水準や 生活水準の 上昇を可能 に して きた もの の ，

他方で ほ地球的 規模で の 環境破壊 を生み だ し， 現在 ， 開発 と環境の バ ラ ン ス を どの よ うに 解決す る か

は人間 の 生存 に と っ て 不可避 の 課題 に な っ て い る。 こ う した社会的状況か ら多くの 研 究者が ， 工業 だ

けで は な く農業 もふ くめ た人 間の 経済活動 と 自然と の 関係を多様な視点か ら歴史的に 明 らか に しよ う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くけ

とする環境史に 関心 を もち つ っ あ る 。 本稿 は，「環境 の 経済史」 と い う視点か ら，主 と し て 諏訪郡 平

野村役場史料 （市立岡谷蚕糸博物館所 蔵），『長野県勧業年報』およ び 『長野県統計書』， 『信濃 山林会

報』 な ど を利用 して ， 明 治期 の 主要輸出産業で あ っ た製 糸業 の 中心地諏訪地方に お ける燃料問 題を 検

討する こ とを通 じて ，製糸業の 発展 と 山林の 荒廃との 関係 を明 らか に し ， 同時に 薪炭か ら石炭 へ の エ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （z）

ネル ギ ーの 転換の 過程を検討する こ とを目的 と して い る 。

　環境史 は ， 既存の 多 くの 研 究分野 と共通項を もっ 学際的な分野で あ る。 日本に おける環境史研究は ，

主と して重化学工業と の 関連で 足尾銅山， 神 岡鉱山，水俣病な ど の 公害問題 や 環境問題を議論す る公

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛3）

害事件史あ るい は公害裁判史の 色彩を強 くも っ て い るが ，最近で は，徳川 時代 の 公害問題 を包括的に

と りあげた安藤精
一の 研究 や ，近 世に 焦点を お き な が らも日本の 林業 を マ ク ロ 的に 考察 した コ ン ラ ッ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4）

ド ・ト ッ トマ ン の よ うな研究 もで て き て い る 。 こ う した
一連 の 研究 と と もに，経済地 理学的視点か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5）

製塩業 ・陶業の 発展 と植生 の 変化 との 関係を明 らか に した千葉徳爾の 研究 も忘 れ られ て は な らな い
。

環境史を 考え る と きの ひ とっ の 重要 な キ イ ・タ
ー

ム は ， 「入会地 （共有地）」で あ る 。 土地制度史の 研

＊　本稿 の 作成 に あ た り，寺出道雄，木 村福成，清川雪 彦氏か ら コ メ ン ト を い た だ き，ま た 資 料収欒 に 際 して

　岡谷蚕糸博物館館長村 山穣助氏に お世話に な っ た 。 記 して 感謝 し た い 。

注 　（1）　最近の 研究 と して は，ク ライ ブ ・ ポ ン テ ィ ン グ （石弘光 ・ 京都 大学環境史研究会訳）『緑の 世界史』

　　　 全 2巻 ，朝日新聞社 ， 1994年 ； ドナ ル ド ・ウ ォ ス タ
ー （小倉武

一訳）『自然 の 富』 農山漁村文化協会 ，

　　　 1997年 ；ア ル フ レ ッ ド ・W ・ク ロ ス ビー （佐 々 木昭夫訳）『ヨ
ー

ロ
ッ

パ 帝国主義 の 謎』岩波書店・1998

　　　 年 ；Mark 　Elvin　and 　Liu　Ts’
ui −jung （eds ），　Sediments 　of 　time ： environment αnd 　societOr 　in

　　　 （】hinese　history，　CambriClge： Cambridge　University　Press，1998な どが ある 。

　　（2）　E ・A ・
リグ リ ィ （近藤正臣訳）『エ ネ ル ギ ーと産業革命』 （同文舘・1991年） は・石炭 ・ 石油 の エ

　　　　ネ ル ギ
ー

と して の 利 用 は近 代 に 必然的な もの で は な く偶然 で あ っ た と 主張 して い る が
， わ れわ れ は そ

　　 　 の よ うに 考え て は い な い
。

　　（3）　小田康徳 『近代 日本 の 公害問題』世界思想 社，1983年 ；神岡浪子 『日本の 公害史』世界書院・1984

　　 　 年 な ど を参照 。

　　（4） 安藤精一 『近世公害史の 研究』吉川 弘文館，1992年 ；Conrad 　Totman
，
　 The　greeen　archiperago ，

　　　 ノorgs ‘ワ in　preindustrial　Japan，　Berkeley　and 　Los　Angeles ： University　of　California　Press・1989。

　　（5）　千葉徳爾 『はげ山 の研究』（増補改訂版）， そ しえ て ， 1991年 。

　　　　 （131）　 3
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究 に おい て は ， 明治政府 に よ る入会地 の 解体 と官有地 へ の 編入 が近 隣農民の 伝 統的 な入会権 に 対す る

国家権力に よ る抑圧 と して 強調 される こ とが 多い が ，山林の 荒廃 が も っ とも顕 著で あ っ た の が 入会地

で あ り， しか も こ の 入会地 の 解体が 遅々 と して 進展 しなか っ た こ と もま た事実で あ る 。 入会地 をふ く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c6 ｝

め た共同体の 経済的機能に つ い て は
， 日本の 村落社会研究に お い て 多 くの ケ ー

ス ・ ス タ デ ィ が あ り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7｝

ま た 開発経済学や環境経済学に お い て も 「コ モ ン ズ の 悲劇」 と して しば しば と りあ げ られ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （e｝

　諏訪地 方 に おけ る製 糸業 に関す る研究 蓄積は厚い が，主要 な研究関心 は国際商品 と して の 生 糸が競

争力を もちえ た生産過程 に お ける要因 の 分析 に おか れ，生糸製造 費 の 70〜 80％を しめ る原料繭の 購入
　 　 　 　 　 　 　 　 　 くe ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （11 ｝

を可能に した 製糸金融 ， 企業経営や 企業組織 等級賃金制な ど製糸女工 の 労働市場や 労資関係 ， あ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛12）

い は 養蚕 ・ 製糸技術の 普及 ・ 改良な どに 焦点が あ て られ ，
エ ネ ル ギ ー

問題 はか な らず しも中心的な課

題 と して とりあ げられ て いな い 。 そ の
一

因は，製造費に しめ る燃料費の 割合が わ ずか 3 ％前後に すぎ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Is）

な い こ とに よ る と思われ るが ， 薪炭燃料 の 確保が製糸経営上不可欠の 条件で あ っ た こ とは い うまで も

な い 。 『信濃蚕糸業史』 （下巻） は，長野県 製糸業の 発展 を 1892年頃 まで の 薪 炭を主 とす る時代 （第 1

期）， そ れ以 降日露戦争頃ま で の 薪炭 と石炭併用 の 時代 （第 2期）， 日露戦争以 降 の 石炭を 主 とする時
　 　 　 　 　 　 　 　 （14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （15｝

代 （第 3期）に わ け，『平野村誌 』（下巻）で も燃料問題 に 言及 さ れて い る もの の た ん な る事実の 指摘

に と ど ま っ て お り， 製糸業 と林政と の 関連に ま で ふ み こ ん だ 研究 と して はわ ず か に 大井隆男の 研究が

　 　 　 　 　 　 （16）

あ る にす ぎな い
。

1　 製糸業の 発展 と山林の 荒廃

　 （1 ）　長野 県に おける山林荒廃と植林政策

　最 初に，明治期 の エ ネ ル ギ ー供給 に お ける薪 およ び木 炭 の 位 置 に つ い て検討 して お こ う。 薪 お よ び

木炭の エ ネル ギ ー総供給量 に しめ る割合は ， 1880〜84年平 均で 90％， 1895〜99年平 均で 75％ ， 1905〜

注　（6）　中村吉治編 『村落構造 の 史的分析』 日本評論新社，1956年 ；中村吉治 ・嶋田隆 ・矢木 明夫 ・村長利

　　　　根朗 『封 建期解体農村 の 研究』創文社，1962年 な ど を 参照 。

　　（7）　例え ば ， 植田和弘 『環境 経済学』岩波書店，1996年，第 9章 ；植田和弘 ・落合仁司 ・北 畠佳房 ・寺

　　　　西俊一 『環境経済学』有斐閣 ， 1991年，第 4章 ；宇沢弘文 ・茂木愛一郎編 『社会的共通資本一 コ モ ン

　　　　ズと都市一
』東京大学出版会，1994年を参照 。 開発経済学に お い て は，徳川時代 に お け る 村 レ ベ ル で

　　　　の 共有資源利用 に っ い て 形成さ れ た 共同体的な規制 シ ス テ ム を そ の まま発展途上国 に適用 し，そ こ か

　　　　ら共有資源 の 国家管理 の 危 険性を説 い た り （速水佑次郎 『開発 経済学』創文社，1995年，266〜 267頁），

　　　　日本 の 戦前の入会地で は 取 決め に よ っ て過剰伐採が規制 され ， 「丹念 に 管理 さ れ た 森林の 事例 と し て

　　　　国際的に知 ら れ て い る」 （大塚啓二 郎 「土地制度と 『森林』問題」（3 ）（4 ）『日 本経済新聞』 1997年

　　　　3 月17日 ・18日）など歴史的背景や 事実 の 誤認 に もとつ く主張がお こ な わ れ て い る の が 現 状で あ る 。

　　（8 ）　矢木明夫 『日本近代製糸業の 成立』御茶 の 水書房，1960年 ；北島正元編 『製糸業 の 展 開 と構 造』 塙

　　　 書房，1970年。

　　（9）　石井 寛治 『日 本蚕 糸業史分析』東京大学出版会 ， 1972年 ；山 口 和雄編 『日本産 業 金融 史 研 究一製 糸

　　　 金融篇一』東京大学出版 会 ， 1966年 。

　　（10）　平野綏 『近代養蚕業 の 発展 と組合製糸』東京大学出版会，1990年 ；松村敏 『戦間 期 日本蚕糸業史研

　　　 究』東京大 学出版会 ， 1992年 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　　（11）　石井 「El本蚕糸業史分析』；大石嘉
一

郎 「日 本製糸業賃労働 の 構造 的特質」 川 島武宜 ・松田 智雄編

　　　 『国民経済 の 諸類型』岩波書 店 ， 1968年 ；岩本由輝 「諏訪製 糸業に おけ る賃金計算基準」『山形 大学紀

　　　 要 （社会科学）』 3巻 4 号 （1971年 1 月）；東條由紀彦 『製糸同盟 の 女エ 登録制度 』柬京大学 出版会，

　　　 1990年。

4　 （132）
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Soolo −Eoonomlo 　Hlstory 　Soolety

09年平均で も50％を しめ，1910〜14年平均で は 37％ で ，石炭 （58％） に 凌駕さ れ る もの の ，薪炭材 は

明治期に お い て も っ とも重要な エ ネ ル ギー
源で あ っ た 。 用途別消費量をみ て も， 木材 は燃材 と して 広

く利用 さ れ，燃材 と して の 利用 が 1895〜99年 平均 で 70％， 1935〜39年平 均で も59％ を しめ ，薪炭 は 戦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c17）

前期を通 して家庭用 の 主要 エ ネ ル ギー
で あ っ た 。

　全国的な山林の 荒廃は は や くも明治10年代 にみ られ る。 明治政府は成立 当初 ， 開墾規則 （1870年），

荒無不毛地払下規則 （1871年）， 官有地払下規則 （1872年）をあ い っ い で 公布 し て 開墾や 官有地の 払

下げを奨励 した が ， 結果的に濫伐が進行 した た め に ，1873年 に 「荒無不毛地並 二 官林等入札払差止」

をだ して 荒無不毛地払 下規則 およ び官有地払下 規則を停止 した。 1874年 に は地所名 称区分改正法 が公

布 され て 官有地 と民有地の 区別が 明確に され，76年に は入会慣行 成跡調が お こ なわ れて ， 78年以 降多
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 as）

くの 入会地が官有地に編入 され た 。 1884年 1月の 山林局 『第
一

次勧業会山林部 日誌』 に は ， 「山林衰

退 資源欠乏」の 実情に っ い て 各府県の 官員 に よ る報告が掲載 され ， 山林荒廃の 原因 と して 藩林制の 弛

緩，鉱工 業の 進展，建築用 材の 急増，盗伐な どの ほ か，官民有区分時に 従来の 住民利用地が 官有林に

編入され て利用 禁止に な っ た こ と も一
因 と して あ げ られ て い る 。 な か で も注目され る の は ， 長野県 ，

群馬県，山梨 県 の 養蚕 ・製 糸 3県 に っ い て
一様 に ，民林 衰退の 原因 と して ， 「工 業 の 隆 盛 （製 糸 用薪

炭 ， 糸取機械用材 ， 工 場建築等の 需要増大）」 （長野県）， 「養蚕 ・製糸業の 隆盛に よ る林地の 桑園化 ，

工 場用材 ， 薪炭需要の 急増」（群馬県）， 「生 糸製造所の 急 増に よ る薪炭 ， 工 場建設用 材の 需要急増」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “9）

（山梨県）が あ げられ ，「山林衰退」 が 養蚕 ・ 製糸業 と密接に 関連 して い た こ とが 指摘さ れ て い る。 こ

の よ うな山林の 荒廃 は ， 本稿で 検討す る諏訪地方だ け で な く ， 主要製糸業地帯に お い て ひ ろ くみ られ

た現 象 で あ っ た 。

　長野県で は製糸業の 中心地 と して 産業が 発展 したが ゆ え に ， 燃料 と して の 薪炭材の 伐採が急速 にす

すみ ， 19世紀末 まで に 森林の 荒廃は い ち じる し くな っ た 。 景観的にみ て も， 「塩尻 峠の テ ッ
ペ ン を御

注　（12）　清川雪彦 『日本の 経済発展 と技術普及』東洋経済新報社，1995年 ；鈴木 淳 『明治の 機械工 業』 ミ ネ

　　　　ル ヴ ァ 書房，1996年 。

　　（13）　 1872年 の 諏訪 郡上諏訪 村深山 田製 糸場 の 「入用金」に しめ る 「炭薪油」 の 割合 は 2．8％，ま た 1894〜

　　　　98年 に お け る平 野村所在製糸結社 の 平均収支表に よ る と，支出費合計 に し め る 「薪炭費」 の 比 率 は，

　　　　龍上館2．9％ ， 岡谷製糸3．7％ ， 開明社2．7％で ， 繭代 ・繭買入 費，工女 ・係員給料 に つ い で 重 要 な位置

　　　　を しめ て い る （『長野県史』近代史料編第 5巻 （3），1980年，589〜590，622〜625頁）。

　　（14）　 江 口 善次 ・日高八十七編 『信濃蚕糸業史』下巻，大日本蚕糸会信濃支会，1937年，966頁 。 た だ し，

　　　　北信地 方に っ い て は ， 第 2 期を 1899年ま で と し，1900〜1906年 を重油時代と して い る （同書 ， 971頁）。

　　（15）　 平野村役場 『平野村誌』下巻，1932年，383〜389頁 。

　　（16）　大井隆男 「近 代 に おけ る林 業発展 の 基礎的前提」 （1）（2 ）『信濃』第 25巻第 11号 ・12号 （1973年 11

　　　　月 ・12月）。

　　（17）　牧野文夫 「招か れ た プ ロ メ テ ウ ス 』風行社，1996年，第 7章 ；梅村又次他編 『長期経済統計』 第 9

　　　　巻 （農林業），東洋経済新報社，1966年，17頁 。 た だ し， 『長期経済統計』 の 薪消費量 は ，実質 GNP

　　　　の 推計値か ら薪以外 の エ ネ ル ギ ー消費量 の 合計値を さ しひ い て算出され て い る （122〜123頁）。

　　（18）　筒井迪夫 『日本林政史研究序説』東京大学出版会，1978年 ， 1 〜 2 頁 ；『岡谷市史』中巻，1976年 ，

　　　　240〜241頁 。 こ うした官有地の多 くは，1898年の国有土地森林原野下戻法以降，ふ た た び民有地 に 払

　　 　　下 げ られ た 。

　　（19）　筒井 『日本林政史研究序説』，4〜15頁 。 明治期 の 林政一般に っ い て は，松波秀実 『明治 林 業史 要 』

　　　　大 日本山林会，1919年 をみ よ 。
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歩 きに な っ た方は御承知で あ りま しや うが あれか ら諏訪方面に か けて は殆ん ど赤山ばか り」 で あ っ た

　 　 （2o）

とい う。 千葉徳爾は篠 ノ 井線およ び松本 ・上田街道に そ っ て 禿赭地が 多 く分布する こ とを指摘 し， 禿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （21 ）

赭地が 薪炭 の 積出 しに 関係の ある こ と を示唆 して い るが ， 「此附近 ［諏訪郡］ で は昔 時蚕糸業 が 盛ん

に な っ た時分に ， 附近の 森林を伐採 し て ， さ ふ して 燃料に使 っ て しま っ て ， 其焚物の 欠乏 した時分 に

丁 度石炭 が 這入 っ て 来 た 為 に，茲 に 林業が 閑却 されて 今 で は多 くの 山が 坊主 に な っ た姿 りで 居 る」 と

　 　 　 　 　 　 （22）

い う指摘 もあ る 。 こ う した 山林の 荒廃 は長野 ・上 田 ・小諸 な ど北信地方に お い て も同様で ， すで に明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛23）

治 20年代 に 「流石豊富 な り し同地方 の 薪 林 も伐採 し盡 して 山肌 を露 は し」て い たとい う。

　 長野 県知事園 山勇 は ， 1899年 に 県 の 森 林事情 に ふ れて ， 「維新 以来営林 ノ方 其宜 シ キ ヲ得 ス
， 林 相

漸 ク失 シ テ 四山皆禿 二 森林 ノ 荒廃今日 二 殆 ン ト其極 二 達 セ リ」 と指摘 し， さ ら に 「森林 ノ 荒廃ハ 国土

保安上及国家経 済上 至大 ノ 関係 ヲ 及 ホ ス モ ノ ニ シ テ其一 タ ヒ荒廃 ス ル ヤ ，直接 ニ ハ 薪炭用材 ノ欠乏 ヲ

来 タ シ 間接 ニ ハ 水源 ヲ枯渇 シ 気候 ノ 調和 ヲ失 シ，其結果水害霜害 ヲ生 シ 或 ハ 悪疫 ノ流行 ス ル 等其害実

二 云 フ ベ カ ラサ ル モ ノ ア リ」 と述 べ
， 1896年か ら 3年間の 水害に よ る損失 が 2，200万 円 に の ぼ る とい

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c2a）

う具 体的な数 字をあげて，産業 に 対 ナる直接的 ・間接的影響を強調 して い た。

　 明治期に お け る林 野 の 所有形 態は官有林 と民有林 に 大別 され，官有林 は国有林を意味 し ， 民有林に

は ， 県 ・郡 ・市町村 ・部落な ど公共団体所有 の 公有林 ， 神社や 寺院所有の 社寺有林 ， 個人所有 の 私有

林が ふ くまれ る 。 したが っ て ，一般 に 「コ モ ン ズ の 悲劇」 と して 登場 す る部 落有林 に 代 表 され る 「共

有地」は ， 明治期の 日本の 統計で は主 と して 「民有林」 の な か の 「公有林」に 分類さ れ て い る 。 こ れ

を念 頭 に お い て ，1901年 に おけ る長 野県 の 森 林状況 をみ る と ， 国有林総面積 55万 0634町 の う ち， 「凡

二 分 ノ
ー

ハ 最 モ 深山幽谷 ニ シ テ現今全 ク利用 ノ 途 ヲ杜絶 シ 」，残 りの 「凡 ソ ニ 分 ノ
ー

ハ 荒廃 二 属 シ 」，

「利用 シ 得 ル 所 ノ 森林面積 ハ 殆 ン ド全面積 ノ 四分 ノ
ー」 に あ たる 13万9800町で あ っ た。 そ れ に 対 して ，

民有林総面積は 35万5000町 で ，そ の うち 「凡 ソ 四分ノ
ー

ハ 運搬不便ノ 箇所 ニ シ テ 未 タ利用 ノ途開ケ ス ，

尚ホ其残 リニ 分ノ ー ハ 現在荒廃 シ テ殆 ト無立木地 二 等 シ ク」， 「現今森林ノ 利用 シ 得 ル モ ノ殆 ン ド三 分

ノー
余」の 約 13万 0200町に す ぎなか っ た 。 民有林 の な か で も， 「個 人有 二 属 ス ル 森林 ノ 大 部 ハ 多 ク運

搬便利 ノ 箇所ナ ル カ 故 二 其林産物ハ 最 モ 善 ク利用 セ ラ レ 又利益感 ス ル 「切ナ ル ニ 依 リ植伐相併行」 し

て い る の に 対 して ，公有林 の 場 合 に は ， 「因襲 ノ 久 シ キ容易 二 其 旧慣 ヲ脱 シ 難 ク，僅 二 柴秣 ヲ採取 ス

ル ノ ミ ニ シ テ造林 ス ル モ ノ極メ テ 尠ナ ク林木 ハ 益濫伐 セ ラ レ テ 全山禿裸 トナ ル モ 捨テ 丶 顧 ミ ス ，林地

注　（20）　中村子之 作 「公有林野整理 と緑肥栽培 」『信濃山林会報」第 10号 （1914年 2月），72頁 。

　　（21）　千葉徳爾 「中部信濃 の 禿赭地」『地 理学評論」26巻 7 号 （1953年 7 月）， 322頁 。

　　（22）　 三 村鐘 三 郎 「公 有林野の経営に 就 て」『信濃山林 会報』第 9号 （1912年 9 月），32頁 。

　　（23）　 『信濃蚕糸業史』下巻 ， 971頁 。

　　（24）　「本県地方林政沿革」『信濃山林会報』第 1号 （1902年 11月），90頁 。 本稿 で は と りあ げな いが ， 1870

　　　 年代末か ら天龍 川 に 水車 湛が設 け られ て製糸動力用に使用 され たた め に，こ れが排水の 障害 と な っ て

　　　 諏訪 湖氾濫 の 原因とな り，豊田村 など諏 訪湖沿岸諸村 と川岸村な ど天龍川流域諸村 との 間で 天龍川水

　　　 車問題が お きて い る 。
こ の 裁判は1903年 2 月に湛規制を骨子 と す る県 の 調停ま で っ づ き ，

そ の 過 程 で

　　　 製糸家側 は
， 氾濫 多発 の 理由と し て 「湖岸民 の 湖岸埋立 て 」 と と もに 「水源地 の 乱伐」 に あ る こ とを

　　　 み ずか ら認め て い る が ，湖岸民 が こ の 点を追及する こ とは なか っ た （『平野村誌』下巻，392〜396頁）。

　　　 よ り くわ しくは堀江三五郎 「諏訪湖氾濫三 百年史』諏訪湖氾濫史刊 行会，1930年 を参照 。 また高村直

　　　 助 『再発見明治 の 経済』塙書房，1995年，233〜 242頁 もみ よ。
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益荒廃ス ル モ 之 レ ガ経営 ノ途 ヲ講セ サ ル ノ 多キ」 に い た り，「到 ル 所多ク濫伐 セ ラ ル S 二 拘 ラ ス 旧来

ノ慣習及諸種 ノ事業ハ 未ダ 旧慣 二 放任 シ殆 ト各個人共有物 ノ 如ク 自由二 濫伐濫秣」 さ れ ， な か で も部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c25）

落有林の 荒廃が い ち じる しか っ た
。

　こ う した山林の 全国的な規模で の 荒廃を背景 に
， 明治 10年代に は行政主導に よ る植林政策が すす め

られた 。 明治政府は 1878年に部分木仕付条例を 制定 し，官有 と な っ た無立木地の 山野を出願に 応 じて

貸与 して 植栽をお こ な い ，収益 は官民 間で 分収 す る こ とに し， 長野県で もこ の 条例 に もとつ く植林 が

お こ な わ れ た 。 長野県は ， 1881年に 「山林保育の 達」 を だ して 山林の 重要性を 指摘 し ， 1881〜85年度

の 5年間に わ た り各郡 に 対 して植林奨励費 と して毎年100円 ， 計 1
，
600円を配布 した が ， 成果 を あ げ る

　 　 　 　 　 　 　 　 ta6｝

こ とは で きなか っ た 。 そ の 後，1897年 に 入会利用 に よ っ て 荒廃 した公有林な ど に 対す る伐採 ・ 造林 を

規定 した森林法が発布 され る まで ， 本格的な 山林育成政策 は講 じ られ な か っ た 。 長野県は ， 1899年 に

民有 山林 取締規則 およ び林野火入及焚火取締規則の 両規則を発布 して 民有林の 管理 を強化 し，同時 に

同年の 県 設苗圃苗木處分規則 に よ り1908年度 まで の 10力年継続 事業 と して 苗木 を造林者 に 対 して 無償

で 下付 し， 民有地 の 造林を奨励 した 。 長野県 は，さ らに 1901年 に 公有山林取締規則 に よ っ て 市町 村 お

よ び部落有林野の 経営方法を規定 し， 1904年に は公有原野整理 規則に よ り柴秣草地 ・牧場地 と林地 と

を区分 し，と くに荒廃の い ち じる しか っ た部落有林野 を対象に 公有林野 の 整理統
一

，っ ま り入会慣行

の 整理 と部落有林野の 市町村基本財産 へ の 組入 れ に よ っ て 山林の 荒廃を阻止 し， 森林の 育成 を はか ろ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2T）

うとす る政策を強力に 推進 しよ うと した 。 しか し，行 政側 に と っ て 森林 保護 の 観点か ら落木伐採禁止

の 必要性 は認め られ た もの の
， 旧慣に も と づ き農民 の 権利 と して お こ なわ れ て い る落木伐採を禁止す

る こ と は 「薪材 ノ 供給 二 激変 ヲ来 タ」す こ と に もな り ， 入会慣行に 変更を くわ え る こ とは難 しか っ た

　 　 （2s）

とい う。

　（2）　諏訪郡 の森林状況

　諏訪地方の 主 な燃料薪炭供給地は ， 平野村で は横川山や 東山， 下諏訪村で は砥澤山や赤渋山 ， 川岸

村で は 大澤山な ど江戸時代以来の 入会慣行の あ っ た 共有林で ， 農民は こ れ らの 入会地 に 入 山 して 薪炭

材や 秣草 ・苅敷を採取する こ とが で きた
。 横川山は鉢伏山また は澤山と もよ ばれ る横河川上流

一
帯の

地域で ，面積2，693町 3反 3畝 （実測 2，277町 7 反 3畝） の 公有 地で ある 。 所有者 は 平野村 5 地 区 （今

井 ， 間下 ， 小□ ， 小井川 ， 西堀）お よ び長地 村 1地 区 （東掘）で ， 入会地 と して 利用で きる の は所有

部落 の ほ か ，平野村 4 地 区 （岡谷 ， 上浜，小尾 口 ，新 屋敷）， 長地村横川お よ び東筑 摩郡 3 村 8地 区

の 計 5村 19地 区で あ っ た
。 所有部 落 は入会に 関す る制限は な く， 入会部落の うち横川地区は冬 3 ヵ 月

は谷道，他の 期間は峰通 りか ら入会，岡谷 ・ 上浜 ・小尾 口 ・新屋敷 4 地 区は 採薪入会，東 筑摩郡 3 村

注　（25）　 「長野県 森林事情 」『信濃 山林会報』第 2号 （1903年12月）， 110，114，115，118頁 。

　　（26）　大 井 「林業発展 の 基 礎的前提」 （2 ）， 19〜20頁。

　　（27）　 「本県地 方林政沿革」『信濃山林会報』第 1 号，87〜94頁 ；松 波 「明治林業史要』， 125〜131頁 ；．大 井

　　　 「林業発展 の 基礎 的前提」（2），20〜21頁 ；岡本英 太郎
’
「山林 経営 の 急務に 付て 」『信 濃山林会報 』第 10

　　　 号 ；吉見辰三郎 「部 落有財産統
一

の 必要」『信 濃山林会報』第 19号 （1920年 8 月）；『岡谷市史』中巻，

　　　 255頁。

　 　（28）　 「下 伊那郡飯 田 町外 三 か 村組合共有 山林保護条例」 『長野 県史』 近 代史 料 編 第 5 巻 （4 ）， 1986年 ，

　 　 　 31頁 。
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表 1　 諏 訪郡民有林野所有形態お よ び樹種別面積 （1903年 12月末）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位 ：反）

樹　種 公　有 社寺有 私　有 合　計

立木地

　針葉樹

濶葉樹

計

赤松

落葉松

そ の 他

栗

楢

そ の 他

5，9819
，64716

，4006

，84312
，018

．坦：了Q旦．
67，591

481526714

　551670

22，50711

，1665
，1993

，2192

，6759
，31854

，054

28，96920

．86521
，38310

，07614

，698

．．36tQヱ！．．
122．315

無立木地 106，463 9 70，413 176．885

合　　計
174、054
（58．2％ ）

679
（0．2％）

124，467

（41．6％う

299，200

（100％）

無立 木地比 率 61．2％ 1．3％ 56，6％ 59，1％

　 　 　 　 　 　 資料）　信濃山林会編 『長野県森林統計書』 （第 且回 ），1904年，12，21頁 。

　 　 　 　 　 　 　 注 〉　 そ の 他の 針葉樹は 杉扁柏，花拍，栂な ど，そ の 他の 濶葉樹は 檪， 欅 ， 山毛欅 な どで あ る。

8地 区は柴刈敷の 入会 に限定 されて い た。 立木の 伐 採 は禁止 され て い た が，藩林制の 解体に っ れ て し

だ い に こ う した規律 も弛緩 し，立木の 伐採が す すん だ 。 東山は塩尻峠の 郡境か ら塩尻方面に下 る
一

帯

の 地域で ， 1875年の 改正地引に よ る と外野920町歩 ， 内野 180町歩 ， 合計 1，100町歩 で あ っ た
。

こ の う

ち外野 は ， 寛文期以降筑摩郡 11地区お よ び諏訪郡 9地 区の 入会地 で ， 1872年 に公有地 に編入された後，

74年 に は民有地第 2 種の 指定を うけ，
78年に ふ た た び官有地 に 編入 され た

。
こ の 間 1872年に 10年 の 予

約開墾が 許可 され ， 開墾地が 個人名義 と な っ た た め に ， 入会地 の 境界を め ぐ っ て 両郡 の 間で 対立 ・紛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （29）

争が た え ず ， 1909年の 東山分割 まで っ つ い た 。

　そ れで は本稿 の 対象 とす る諏訪郡の 山林の 状況 は ど うだ っ た の だ ろ うか 。 表 1 は ， 1903年 12月末 日

現在の 諏訪郡に お ける民有林野の 所有形態別お よ び樹種別面積を しめ して い る。
こ の 時点で諏訪郡 に

国有林は な く ， 御料林820反の み で あ っ た の で ，諏訪郡の 場合は 大部分が民有林野で あ っ た 。 民有林

野 を所有形態別に み る と ， 公有林野が58．2％，私 有林野が 41．6％で ， これ は長野県 の 標 準 的 な比 率 で

あ るが，諏訪郡の 大 きな特徴 は，公有林野，私有林野 と もに 無立木地の 比率 が きわ め て 高い こ と で あ

る 。 長野県に お ける公有林野 の 平 均無立木地率 36，7％ に対 して諏訪郡は 61．2％ ， ま た 長野県 の 私有林

野 の 平均無立 木地率 43．0％ に対 して 諏訪郡は 56．6％で， と くに 公有林野 の 無立木地 率 が 高 い こ とが 指

摘 で きる。
これ は言 う ま で もな く， 公有林野に お い て 森林 の 荒廃が顕著で ある こ とを意 味 して い る 。

さ らに樹種別 をみ る と，長野県全 体で は針葉樹 ， 濶葉樹 の 比率 が ほ ぼ等 しい の に 比較 して ，諏 訪郡 で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ao）

は赤松 ， 落葉松 を中心 に針葉樹の 比率 が高 く，長 野県の 他郡 で み られ る杉 は ほ とん どみ られ なか っ た 。

エ ネ ル ギ ー効率が 比較的高 い 赤松 や落葉松 が 多か っ た こ と は ， 私有林 もふ くめて 植林 ・育林が 燃料 を

目的 と して お こ な われ た こ とを推測 さ せ る。

　表 2 は，諏訪郡 の民有林の 立木地お よ び所有形態別面積 の 推 移を しめ して い る 。
こ こ で 「草山」 と

い うの は，草あ る い は低木 しか み られ な い 「喬木 ナ キ山」，つ ま り無立木地 あ る い は 「禿 山 」 を意 味

注　（29）　福島正 夫 ・北條浩編 『明治26年全国山林原野入会慣行調査資料』森林所有権研究会，1965年，22〜31

　　　 頁 ；福島正夫 ・北 條浩編 『昭和 5年全国山林原野入会慣行調査資料』第 2 巻 （長野県 ），森 林 所 有 権

　　　 研究会，1969年，86〜 97頁 ；『平野村誌』 上巻，1932年，183〜194頁 ；『岡谷市史」中巻，240〜242頁 。
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表 2　 諏訪郡民有林立木地お よ び 所有形態別面積 ， 1884〜1901年

（単 位 ： 町）

年　　総面積
有立木無立木別 草山の

比 率

所有形態別

森林 草山 単 有 共有

共有地　　共 有地の う ち

の 比 率 　 　 草 山 の 比 率

1884　　　23，392　　　　6，163　　　　17，229
1885　　　23，684　　　　6，238　　　　17，446
1886　　　23，595　　　　5．955　　　　17，640

1887　　　23，081　　　　8．123　　　　14，958
1888　　　26，399　　　　8，978　　　　17，421
1889　　　29，829　　　　11，350　　　　18，479

1890　　　27，811　　　　10，161　　　　17．650
1891　　30，958　　　　ユ0，384　　　　20，575

1892　　　25．561　　　　10，385　　　　15，177

1893　　　30，940　　　　10，383　　　　20，556
1894　　　28372　　　　10，387　　　　17，986
1895　　　28，392　　　　10，395　　　　17，997
1896　　　28，007　　　　ユ0．384　　　　17．623
1897　　　27，354　　　　10，392　　　　16，962

1898　　　26，427　　　　ユ0，673　　　　15．754
1899　　　24，263　　　　11，485　　　　12，777
1900　　　12，967　　　　12，100　　　　　　867

1901　　　16，235　　　　11，589　　　　4，646

73．7N　　　　6，841

73．7　　　　　6，930
74，8　　　　　5，162
64．8　　　　　6，428

66．0　　　　　9，612
61．9　　　　 5，799

63．5　　　　　5，076
66．5　　　　　6，073

59．4　　　　　5，608
66．4　　　　　6，488

63．4　　　　　6，514
63．4　　　　　5，393
62．9　　　　　8，332
62．0　　　　　8331

59．6　　　　10．477
52．了　　　　　8，301
6．7　　　　　8，332
28．6　　　　　9，473

16，55016

．75418
．43316

，65416

，78724

，03022

，73524

．88519

，95324

、45221

，85823

，00019
，67519
．02415

，95015

，9624
．6356

，762

871266741000354837008230108971090521777768887778766644835413683125816340156098926639991056888876676776

了

78

了

13

　 　 　 　 資料）　 『長 野県 統計 書』 各年。た だ し，1889 年 は 『第 12回勧 業年 報』 に よ り訂 正 。

　 　 　 　 　 注）　 森 林 は山 およ び平地 の 合計。

して い る 。 草山は，すで に 1880年代半ば に は民有林総面積 の 4分 の 3を しめ て お り，濫伐の は げしか っ

た こ とを推測 させ る。 草山は植林 に よ る森林 面積の 増加 とと もに 相対的に減少 して い くが ， そ れで も

1897年の 森林法 の 施行 まで 60％強が 草 山で あ っ た 。 所有形態別に み る と ， 19世紀末まで共有地が 民有

林 の 70〜80％を しめ ， しか も共有地の うち70〜80％ は草山で ，
そ の 大部分は 入会地をふ くむ部落有林

野で あ っ た 。
こ こ か ら山林の 荒廃が も っ と も顕著で あ っ た の が ， 部落有林野で あ っ た こ とが うか が え

る 。 1904年 7 月現在で 平野村の 部落有 山林2，748町 6反の うち林相 を保 っ て い る の は わ ず か に 55町 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c31）

反 （2．0％）， 原野で も67町 3反の うち 4 町 7 反 （7．0％）に すぎなか っ た とい う。 1917年に い た っ て も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c32）

諏 訪郡 の 公有林面積 2万 5597町の うち ， じっ に 92％に 相当す る 2万3573町が 部落有林 で あ っ た 。
こ う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 マ

した部落有林に つ い て は
， 「秣を 取 る 或は 薪 を取 る ， 色々 な こ とを して 例の 取 り徳 と云 ふ 事 柄 で 散 々

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （33 ）

に 山を荒 らす と云 ふ の が
一

般の 公有林野 の 状態」で ， また1913年 の 林野荒 廃地調査で は，荒廃地 は共

有 ・入会関係の ため 管理 が十 分で な く，「共有な るが故に各 自放擲 ， 整理 の 主 体 な く愛村思 想 稀 薄 な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s4）

るが故 な り」 と指摘 され て い る 。

注　（30）　信濃山林会編 「長野県森林統計書』（第 1回）1904年，お よ び 「長野県森林事情」 『信濃山林 会報』

　　　　第 2 号。 針葉樹 の 植林 に っ い て は林政 ・ 農政関係者 か らの 批判 が 強 く，まず落葉濶葉樹を植え て 地力

　　　　を回復す る こ との 必要性が強調され て い た （三村 「公有林野の経営に 就て 」；弘世孝蔵 「荒廃 地 と落

　　　　葉 濶葉樹」『信濃山林会報』第10号）。 松 は薪材 と して 伐採す る ま で に 30〜40年を要 す る と い わ れ て い

　　　　る （農商務省山林局 「山林共 進会報告 （経験 ノ 部）」，50頁，『明治前期産 業発達史資料』補巻 32）。 大

　　　　井 隆男 に よ る と，佐久地方 の 場合，第
一

次大戦 を契機 と して 落葉松 の 市場が拡大 し，落葉松 の 育成 が

　　　　促進 され た とい う （大井 「林業発展の 基礎的前提」（2），983〜984頁）。

　　（31）　「平野村区部落有山林原野反別調」，平野村役場 「産業関係書類」2 （岡谷蚕糸博物館 5−91−2）。

　　（32）　長野県諏訪郡役所 『諏訪郡郡治
一

班』 （第 6回）1918年 ， 91頁 。

　　（33）　上山満之進 「公有林野の開発」『信濃山林会報』第 8号 （1911年 5月），3頁 。

　　（34）　 『岡谷 市史』中巻，255頁。
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表 3　 諏 訪郡 植林面 積お よ び植付 木数

年 面積 （反） 木数 （本）

1882〜　85
1886〜　90
1891〜　95
1896〜190D
1901〜　 05
1906〜　 10

5175654

，6575
，2375

，0148

，359

259，384216

，186507
，252616
，853

L505，968
3，283，993

資料）　 1882年 ： 長 野県 勧業課 『勧 業月 報 』 （明 治 18年 3 月 ），
　 　 　 1883〜96年 ：『長 野 県勧 業年報 』 各 年，1897〜1911年 ：

　 　 『長 野県 統計 書』 各年 よ り作成。

　注） 1886，1890，1902年 に つ い て は数 字 の 記 載が な い 。面積 ・

　 　 木 数 と もに延 数 で ある 。 主 要植 付樹 木 は 落葉松の ほが 松
・

　 　 椹 ・栗 で あ る。1882年 は ほ かに 苗木 50，000本 があ る。1906

　 　 年 以 降 は 公 有 林 ・社 寺 有 林 ・私 有 林 の 合 計。た だ し，
　 　 　 1906年 の 櫟 の 植付 本数 は不 明 で あ るの で ，面 積 （61反 ）

　 　 の みを加 算 した。

本 ， 1889〜1900年に は 延面積87．9反 に 落葉松 3万6588本，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （35｝

植林が お こ な われ て い る。 横川山に つ い て は ， 1885年に植林が お こ な わ れ た記録が あ る （詳細は不明）

が ， 1898〜1904年に 落葉松な ど 16万本 の 植林が お こ なわ れて い る 。
1 反 に 平均 200本 の 苗 木 を植 え 付

　 　 　 　 　 （3a）

け る とす る と，
こ の 場合植付面積は 800反に相当する こ とに な るが ，横川山の 入会面積は2

，
693町で あ っ

た か ら， こ の 植 付面積 は 入 会面積 の わずか 3％ に す ぎなか っ た こ とに な る。

　 諏訪郡 で は 1878年の 部分木仕付条例に よ る植林

は な か っ たが ， 1881年 の 植林奨励費 の 配布以降 植

林政策が すすめ られ た 。 表 3 は ， 植林に つ い て の

統計が 利用可能と な る 1882年以 降の 諏訪郡の 植林

面積お よ び植付木数を しめ して い る 。 植林奨励費

が打ち切 られ た 1885年以降 も植林は継続 され ，90

年 代 に は い る と植 付面積 も増加 す るが ， 1891〜95

年平均で植付面積 は民有林総 面積の 3：2％ に 相当

する に すぎ なか っ た 。 また表 4 は ， 平野 村お よ び

横川 山の 植林の 状況 を しめ して い る。 平野村で は，

1881〜85年度 に は延面積47．2反に 落葉松 2 万 1344

　　　合計 で 延 面 積 135反 ， 落葉 松 5 万 7932本 の

2　 諏訪地方 に お ける薪炭 の 需給構造

　 （1）　繰湯および動力の 利用状況

　諏 訪地方 に お ける器械製 糸業は，1870年代半ば以 降 ア メ リ カ にお け る絹織物業の 急 速 な発展 と そ れ

に と もな う日本糸需要の 増大を背景 に 急速に 発展 した 。 諏訪地方に お い て は，木製製糸器械 に陶器製

の 煮 繭鍋を利用 したい わゆ る折衷式の 器械が使用 され ， さ らに水力の利用 な ど に よ っ て 製造 コ ス トを

引下 げて 競争力を高め ， 諏訪製糸業は 前橋糸，奥州糸な ど国内産の 生糸 と の 競争の な か で 輸出糸 と し

て の 地位を確立 して い っ た 。 日本糸の ア メ リカ向 け輸 出は 1882年以 降 ア メ リ カ市 場 に お い て 中国糸 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （37）

代替 しな が ら急増 し， 84年 に は ア メ リカ向け輸出量が フ ラ ン ス 向け輸 出量を 凌駕 した 。

　こ こ で は まず諏 訪製糸業に お ける煮繭 ・ 繰 湯，およ び動力 の 利用状 況 に つ い て検討 して お こ う。 表

5 は ， 諏訪郡お よ び平野村所在製糸工 場の 繰湯別 ・動力別の 変化を しめ して い る 。 製糸業に お い て 燃

料が 必要 と さ れ た の は煮繭 ・保温 と繰糸の 両工 程で ，座繰製 糸か ら器械製 糸初期 に い た る まで は，主

と して七 輪あ る い は 「ク ド」を用 い て 各 自そ れぞ れ に薪を利用 して煮繭 をお こ な い
， 炭火で 繰湯の 温

度を保 っ 方法が と られ て い た 。 煮繭 ・保 温お よ び繰 糸の た め の 「繰 湯」 は通常 ， 蒸気 ・炭火 ・焚火 に

注 　（35）　平野村 ・川岸村勧業掛 「植林台帳」（明治18年 12月）（岡谷蚕糸博物館 1−338）。 川岸村で は ， 1881〜 85

　　　　年度に延面積15．5反 に落葉松 ・松 ・椹 1万 2449本が植栽され て い る。

　　（36）　「山林共進会報告 （経験 ノ 部）」，1，8 頁 。

　　（37）　 19世紀後半期に お け る 日本の生糸輸出 に つ い て は，S．　Sugiyama ，　 Jaραn　
’
s　industriα lizα tion　in

　　　　the　world 　economy ，
　London ： Athlone 　Press，1988，　Chapt．4 ；杉山伸也 「国際環境 と外国貿易」

　　　 梅村又次 ・山本有造編 『開港と維新』 日本経済史 3 ， 岩波書店 ， 1989年 ， 202〜209頁を参照 。
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表 4　平野村お よ び 横川山の 植林状況 （1881〜1904年）

年
平　　野　　村 横　　川　　山

樹種 面 積 （反 ） 木数（本） 樹種 木 数 （本 ） 代金（円）

188118821883188418858990

田

 

駱

％

％

969798990Gmo203

餌…
＋

8888888888899999

ヨ岡
i

l111111111111111

・

松葉

同

同

同

同

落

落 葉松

　同

　同

落葉松

　同

　 同

　松

落葉松

12．610

，48
，210
．75

，322

，122

ユ

22．1

2．72

，79

．3

00000211

4，0263

．3602

，7943

，2007

，96410

，00010

，0001e
，OOO

3443445

，450

000000匚

U

ρ
∪

348．1　　　　　　　　68，482

落 葉 松 不 　詳

落葉松　　　　5，000

　同　　　　 3、000
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資料）　1881〜85年度 ：平野村 ・川岸 村勧業 掛 「植 林台 帳」 （明治18年12月） （岡谷蚕 糸 博物館 1・338），

　　　1889〜1900年 ：平野村役場 「産 業関 係書 類」 1，2 （同 5−91，5・91・2）。横 川 山 は，「横 河 山 植

　　　林一覧 表 」 （明 治39年 6 月調 ），平 野村 役場 「横川山関係書類」（同 1−347） よ り作 成。

　注）　1881〜85年の 平野村は 小口，間下，岡谷，新 屋敷，小尾ロ，上浜，下浜，今 井，西 堀．小 井

　　　川 各 地区の 合 計 。 横川 山の 「年」 は 「買入 及植 付年 月」 （各年 4 月．た だ し1903年 は 5 月）。

分類 されて い るが ， 1890年代半ば に石炭が利用され るよ うに なる まで 燃料 として 使用 され た の は と も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c3s）

に薪炭で，その 意味で 焚火 ・炭火な どの 火 力 と蒸気 と の あ い だ に大 きな 差は なか っ た 。 蒸気汽罐に は

加 熱用 と動力用 の 2種類が あ り ， 蒸気汽罐 の 用 途 は全体 と して 加熱専用 汽罐か ら動力兼用汽罐 に 変 化

して い くもの の
，

こ の 2 つ の 蒸気汽罐 の 利用状況 は時期 的 に 大 き くこ と な っ て い た。 繰湯 に お い て は

1870年代末 か ら80年半 ばに か け て加熱用汽罐 の 利用が 急速に増加 して い っ たの に 対 して ， 動力に お い

て は，諏訪郡 で は天龍 川の 水 力 へ の 依存度が 高 く， 1890年代 に お い て も依然 と して 水力が 中心で あ っ

讐。 1900年 代 に は い る と ， 平野村で は 蒸気汽罐 が 中心 と な る が
， 諏 訪郡 全体 と して は水力 あ る い は 汽

水力併用 が増加の 傾向に あ り，動力用蒸気汽罐の 本格 的 な利用 は 日露戦後の こ とで あ っ た 。

　蒸 気汽罐の 材質 ば用途に よ っ て 異な っ て お り，動力用汽罐 は加熱用汽罐 に 比較 して 高圧力の 蒸気を

必要 とす る た め に 材質的に堅 固で なければ な らな か っ た 。 諏訪地 方で は1870年代か ら松本や 甲府な ど

県内や 隣接県で 製造 された鋳 物製 の 汽罐が 導入さ れ ， 鋳物製 の 加熱用 汽罐 は価格 も安価で 燃料費 に お

い て も経済的で あ っ た ため に ，小規模の 製糸工 場を中心 に急速 に 普及 した が ， 鋳物製汽罐は鋳造技術

注　（38）　『平野村誌』下巻，383頁 ；『信濃蚕糸業史』下巻，966頁。 例えば，中山社の 場合，繭の 新鮮 さ と気

　　　　候に よ り差が ある もの の
， 煮繭の 口立湯は 130〜190度，繰湯 は 120〜160度で あ っ た （平野村 役 場 「製

　　　　糸 関係書類」 1，岡谷蚕糸博物館 5−108）。

　　（39）　原動力 と して の 水車の 重要性に つ い て は，高村 『再発見明治 の 経済』， 第 9章を参照 。
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表 5　 諏訪郡および平野村製糸工 場 の変化

年 1878　　　1883　　　1885　　　1886　　　1887　　　1893　　　1896　　　1900　　　1905
諏訪郡

　 ］二　場　数 　　　　　　　　　　　　　　@108　　　　　　　　　　139　　　　113　　　　110　　　　219　　　　　39　　　　35　　　　11

　繰糸 釜数　　　　　 　　　　　　　　 　3，571 　3，245 　3，650 　9，338 　11，607 　10，109 　13，73
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　 46 　041100 　116142450703 　　　 資料） 　1878 年；『長野県勧業 課 第1 回 年報 』

明治 11 年 ） ，1883 年；『第6 回長野県勧 業 年 報』，1885 年：『信濃蚕糸業 　　　　　 　史 』下 巻 ，646 頁， 1886 お よ

1887 年 ： r 長野県 蚕糸業 組合取締所年報』第1 回（明治20 年12 月 ）お よ び第2 　 　　 　 　　回 （明 治21 年12 月），1893
1905 年 ： 農 商務省農務局 『全国製糸 工場 調査 表』第1 次（明治28 年 10月），第 2 　 　　　 　 　 次 （ 明治31年4月） ， 第3
（明治 35 年 3 月），第 4 次（明治40 年6月） より作成。た だし 1885 〜87 年の平野 　　　　 　 　 村

場数およ び 1878 〜87 年の平野 村繰糸釜数は 『 平 野村 誌』下巻 ，273〜 74 頁による。 　　 　　注）1893〜1905 年は ， ユ 0 繰

上の器械製 糸 場。1896 年・ 1900 年の工場 数は 製 糸 結 社 数 。

05 年の工場 数には 工 場 　　　　 　　 と結社が 混 在 し て いるが，揚 返 場は除外 され ている 。 的 に

型化 が むずかし く ，工 場 規模の 拡大は困 難 であった。1877 年 に丸
山 鉄 工所が従来の汽罐製造に

ﾍ 使用 され なかった 厚さ1 分 の薄 鉄板 製の加熱用 汽 罐 を 製 造 す ると， この 薄鉄板製汽罐は 鋳物製汽罐

に 比較し
て

価格 的に も 大 差な く，しか も 効率的であった ため に急速に普及し，中 小工場でも 蒸気 汽罐

の 利 用が 一 般 化し た。さら に丸 山鉄工所 は 熱効率を 向上させた多管 半通式汽 罐の生産を開 始 し ， 製 糸

業の 発 展 にともなう需要 の増大を背景 に，薄 鉄板 製多 管半通 式汽 罐を供給す る鉄 工所 が あ い つ い で設

立さ れ，多 管 半 通式汽 罐は諏訪 地 方 の 基本 型 と な り ，製糸工 場の規模 拡大が可 能 とな った。こう した

加 熱用 汽 罐 は， 初 期 に は破 裂 するこ と もあ った た めに水面 計・圧 力計 ・安全 弁 な ど の付 属 品 が 取り付

け られ るようになった も の の ，依然とし て構 造的・材 質 的な 問題 は残されて い た 。 火 力 の弱 い 薪を 燃

料とす る 薄 鉄板 製 汽罐は，継ぎ 目 部 分 からの 漏 出 を ふ せ ぐか し めが 不十分 で あった こ とも 幸い し て 高

圧 力 が か か ら ず ， 汽 罐 が 破 裂 す る こ と も な か っ た た め に 広 範 に 普 及 し た が ， 動 力用とし

火力の 強い 　 　 　　 　 　 　　　　　 　　　　　　　 　　　 　 　　 　 　 　

　 　　　　 　　（4e ） 石炭が 使用

れるように なると， 従 来 の薄鉄板 製汽 罐 で は不十分 となった。 　 （ 2 ） 　 1880 年頃の 薪 炭 需

構造 　薪炭 材の 需給量 に は，入 会地などからの供給分のほか，養蚕業や他 の産業用あるいは家庭用の購入 注　 （40 ） 　鈴木『明治の

械工業』，141 〜 156 ，158 〜 161 頁；『 平野村誌』下巻 ， 345 〜348 頁も参照。1870 年 代

　　 　 　 半期 に設立され た 中 小規 模の器械 製 糸 場で は 富岡 式 を模倣し た 蒸気 使 用・ 水力運転 の 器 械 に 統 一 さ

　　　　てい く が，10 人 繰
台

の小 規 模 製 糸場で は 蒸 気の利用は 温度調節が困難 で し か も 燃料 費が か さ む た

に 　　　　炭火利用の製糸器械 に統一されていった・とい う （丹羽邦男「明治十年

後における長野県
糸業の

存
　 　 　 　 在 形 態」 徳川林政 史 研 究 所「研究 紀 要 』
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衷 6　陬訪郡 お よび平野村の 製糸用薪炭 消費fi

諏 訪 郡 平 野 村

年 生糸産出量 繰糸釜数 薪消費量 1釜 当 り薪 生糸産出量 繰糸釜数 薪消費聶 1 貫 当 り 1 釜当 り薪 炭消費量 1貫当り炭
　　 （千貫）　　　　　　　 （千貫）　 消費量 （即　　 （千貫）　　　　　　　 （千貫）　 価格 （銭） 消費量 （貫）　 （千貫）　 価格 （銭 ）
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資料 ）　諏 訪郡 の 生 糸産 出量 およ び繰 糸釜 数 ： 「信濃蚕糸業史』下巻，1，138〜1，139頁。 た だ し1890 年 の 諏訪 郡 繰 糸 釜 数 は 「長 野 県

　　　燃 料調査」（『信濃蚕糸業史』下巻，968頁）。 平野村の 生糸産出量 お よ び繰糸釜 数 ：『平 野 村誌』 下 巻，273〜274頁 。 そ の 他

　　　の 数値 に つ い て は，1879年 は 「製糸関係書類」 15 （表 7 の 数 値 を年 当 りに 換算），1885年 は 「下諏 訪東 俣官 有林 立 木 払 下 願 」

　　　（r平野 村誌』下 巻，384頁）， 1888， 93，98，1903年は 『平 野 村誌」 下巻，386頁 （原 史料 は 平 野村 役場 「重要 物産 輸出入表D，
　　　1890年は 長野県燃 料調査 （『信濃蚕糸業史』下巻，968〜970頁），1892年 の 諏 訪郡 は 「上 伊 那 郡 川 島村 御料林立 木払下願」

　　　 （明治25年11月），平野 村は 表 9 よ り作成。
　注）　 ＊ 推計値。 1）1881年。 2）1889年。 3 ）松本価格 （図 1参 照 ）。

分 もふ くまれる の で ， 製 糸業に お け る燃料 と して の 薪炭材に っ い て 正確 な需給 量を もとめ る こ とは不
　 　 　 　 （AD

可能に 近 い が ， 利用可能 な デ
ー

タか ら諏訪郡お よ び平野村に お け る薪炭消費量 の 動向をみた の が 表 6

で あ る。 諏訪郡 に つ い て は 1892年をの ぞ い て 薪消費量が得 られ な い の で
， 平野村の 1 釜当 りの 消費量

の 数値 に 繰糸釜数を乗 じて 算 出 した
。 薪 はす べ て が製糸用燃料 と して 消費 され たわ けで は な く，寄宿

舎や賄関係をふ くめ て工 場生活
一

般に も利用 され た の で ，表 6 の 数値 はか な らず しも実際の 1釜当 り

の 消費量 を意味す るわ けで は ない
。 と くに平野村あ場合 ， 諏訪郡の他地域に 比較 して よ り製糸業へ 特

化 し て い る の で ， 1釜当 りの 薪消費量 も高 め に で て い る と思 われ る 。 表 6 の 薪炭消費量の動 向を み る

と， 1880年代後半か ら90年代前半 にか けて 薪消費量が激増 し， そ れ と ともに生糸の 生産量 も急増 して

い る 。 1釜 当りの 薪消費量 は80年代半 ばに 減少 して い るが ，
こ れ は おそ ら く 1台の 加熱用蒸気汽罐で

よ ｛i多 くの 煮 繭 ・繰糸をお こな っ た こ とを 意味 し，また 90年代前 半期か ら 1釜 当 り薪 消費量 が増加す

るの は，製糸結社の 結成に よ る工場規模の拡大 とと もに他用 途の 消費量が 増大 した こ と， また動力兼

用蒸気汽罐 の 普及 に よ っ て 燃料 と して よ り多 くの 薪 を必要 と した こ とを意 味 して い る と考え られ る 。

　表 7 は，1879〜 80年に お ける平野村 の 薪炭需給 の 構造 を しめ して い る 。 『平野村誌』は ， 79年 6 月 〜

80年 7 月の 平野村の 製糸用薪需要高を松薪 ・雑薪合計で 85万 1600貫 （価 額 1 万0027．88円） と して い

るが ， こ れ は原 史料の 製糸用 需要高の 重量 ・「五 十万貫」・価額 「五百円」の 表記 を ， 重 量を そ の ま ま

に し ， 価額を 「五 〇〇〇円」 に訂正 する こ と に よ っ て 一貫性 を もたせ よ うと して い るた め に ， 薪 1 本

が 50貫， 薪 1本当り価格が 50銭 と い う異常値に な っ て い る 。 製糸用 に 松薪を使用 して い る の は中山社

の 「五十 万貫」だ け で あ るが ， こ の 数字を 利用 す る と 14ヵ 月間 の 1 釜 当 りの 薪消費 量 は 5，000貫 と い

う異常値に な り， 誤 記で あ る可能性が きわ め て 高 い 。 そ こ で原 史料の 酒造用の 松薪価格 1本 5銭が正

注　（41）　長野県 に お い て 薪炭燃料を消費す る産業 は，製糸業 の ほ か に は 酒造 ・ 醸造業，石灰製造お よ び 麻製

　　　　造業 で あ っ た 。 1901年頃の 長野県 に お け る 産 業別の 薪炭燃料消費額をみ ると ， 生 糸製造 18万 9900円，

　　　　酒 ・醤油等製造 1万7100円 ， 石灰 製造 1 万4900円，麻製造3000円 ， そ の 他の 工 業 1万 5000円 ， 合計

　　　　23万9900円で ， 製糸業が 消費額の 79％ を しめ て い た （『信濃山林会報』 第 2 号 ， 1903年 12月 ， 112〜

　　　　113頁）。

。工工
一E 、 。 。 ， ． 鍋ρ、、晶 ． y 、。 ． v 、。



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

表 7　平野村 の 薪炭需給の 構造 （1879〜80年）

燃 　　料
平野村薪炭需要高 （1879年 6月

〜80年 7月） 横川 山薪炭産出高 （1879年 7 月〜80年 6 月）

数量 重量 （貫）　 価額 （円） 貫当り単価 （鋤　　数量 （本）　 重量 （貫）　山元価額 （円）貫当り単価 （銭）

　松 薪 13，580本 　67，900

　雑　　　　薪　　　　　96．200本　　　　　382，800

　樫 炭 　 985俵 　 3，447．3
　雑　　炭

内訳

製糸用 　松薪　 10，000Xsc　　 50．000

　　 　 雑薪　 87．900本　　 349．600

　　 　 樫 炭　　　985俵　　　 3，447．3
酒 造 用　松薪

’
3，580本　　　17，900

’

　　　 雑薪　　8，300本　　　33，200

679．00　　　　　1．00　　　　　　　　　1，000　　　　　　50，000　　　　250．00
5，502，64　　　　　　1．44　　　　　　　229，500　　　　1，147，500　　　9，470，015
147．75　　　　　4．29　　　　　　　　　−　　　　　　　　　

一
　　　　　　　　　

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一
　　　　　　　　45，000　　　　900．00

500．OO　　　　　　1．00

5．027．88　　　　　　1．44
147．75　　　　　 4．29

179．00　　　　　 1．OO
474，76　　　　　　1，43

0．500
，83

2．00

総 　 　計 454，147．3　　　6．329，39 230．500　　　1，242．500　　　10．620，015

資料） 平野村役場 「製糸関係書類」15 （岡谷蚕糸博物館 ．5
−119） よ り作成 。

しい とす ると，中山社 の 薪 消費量 は 5万貫， したが っ て こ の 期間の 松薪 ・ 雑薪を あわせた 平野村の 製
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c42）

糸用 の 薪需要量 は 40万貫 とな り，年当 りに 換算す ると34万貫余に な る。
ほ ぼ 同時期の 1879年 7月〜80

年 6 月に お け る横川山の 薪炭産出高 は ， 松薪 5 万貫 ， 雑薪114万 7500貫 ， 雑炭 4 万 5000貫 で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43 ）

「平野村誌』は需要高 と横川山産出高 との比較か ら 「松薪は所要の十分の
一

に過 ぎず」 と して い るが ，

こ れ は さ き に み た よ うに 誤 っ た数字に もとつ くもの で
， 横川 山が近隣諸村の 入会地で あ っ た こ とを考

慮 して も， こ の 時点で の 平野村 の 薪炭材の 需要 は，松薪お よ び樫炭 に っ い て は村外か ら の 移入を 必要

と した と思 われ る もの の ，基 本的 に は横 川山か らの 供給 で 充足 され て い た と考え て よ い だ ろ う 。

　 下諏訪地方で は はや い 時期か ら燃料不足 が い ち じる しか っ た よ うで ，1877年 12月 に 下諏訪 村が燃料

確保 の た め に湯沢官林の 風折木の 払下 げを申請 して い る 。 さ らに翌 78年 2 月に は下諏訪萩倉新田 の 総

代が連名で 長野県権令宛 に ， こ れ まで 払下 げを うけて きた 東俣官林の 枯木 ・ 倒木 ・ 焼枯木等 を伐採 し

っ くして しま っ た と して ， あ らた に 立 木間の 下草 ・薮木等の 相当代価で の 払下げを願 い で て い る 。 ま

た 1879年 1月 に は，下諏訪 村 の 製糸業者 中村平助 が伊東弥市 と連名 で製 糸場 の 規模 を 20人繰か ら50人

繰に拡大する に際 して 「機械材木」の た め諏訪郡平野村字唐松の 官林 7反 4 畝 15歩，立木239本の 相

当代価 で の 払下げを願 い で て お り， 同時に 中村は上諏訪村の小平源三 郎 と連名で 「追々薪炭払底 二 相

成」「当明治十二 年薪炭目途無之困却仕 リ」 と して
， 湯沢山官有林 8 町 2 反 5 畝 の 立 木 1 万 7150本 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4o

相 当代価3
，
228円で 払下 げを う け た い 旨願 い で て い る 。 こ う した官有林の 立木払下 げ は ，諏訪地方 に

お い て しだ い に 常 態化 して い っ た 。

注　（42）　・1879年に っ い て は，平野村所在 の 中山社 （1875年開業 ・ 100人挽），林倉太郎家 （1877年闘業 ・ 45人

　　　　挽），矢島惣右衛門家 （1878年開業 ・60人挽）の 3製糸家 に っ い て 薪炭消費量 を知 る こ とが で き る 。 当

　　　　時使用 され て い た薪 は長 さ 2尺 で 3尺 縄結を 1束 とす る もの で，1 日 当 り の 消費量 は 中山社が約 70束 ，

　　　　林倉太郎 家が約40束，矢島惣右衛門家が約 50束 で あ っ た の で ，1 日 1 釜 当 りの 平均消費量 は 0．78束，

　　　　 1束 7。5貫と して 5．85貫 と な る （平野村役場 「製糸関係書類」 1 （岡谷蚕糸博物館 5−9L1）；『平 野 村 誌』

　　　　下巻，383頁）。 同年 の 労働 日数を清水久右衛門家 に な ら っ て 142日 とす る と （『信濃蚕糸業史［D 下巻 ，

　　　　1
，
144頁），1釜当 りの 年間消費量は 831貫，同年の 平野村 の 繰糸釜数 は655釜で あ っ た か ら，こ の場合に

　　　　は年間薪材 消費量は 54．4万貫 と なる 。

　　（43）　平野村役場 厂製糸関係書類」15 （岡谷蚕糸博物館 5−119）。 『平野村誌』（下巻，384頁） の 表 は ， 雑 炭

　　　　が記載さ れ て い な い の みな らず ， 期間 も誤 っ て い る 。

　　（44）　『下諏訪町誌』下巻，甲陽書房，1969年，1，226〜1，228，1，253〜1，254頁 。
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　 （3），1880年代後半期の 薪炭需給構造

　1880年代に は い る と日本糸の ア メ リ カ市場 へ の転換 に と もな っ て 諏 訪地 方の 器械 糸に対す る需要は

急増 し， 生糸生産量の増加 と と もに ，燃料 と して の 薪炭材 に対する需要 も急増 し，80年代後 半期に は

諏訪製糸業に と っ て 燃料問題 は最大の 課題 と な っ た
。

　1885年 の 「下諏訪東俣官有林立木払下願」 に よ る と ， 平野 村 製 糸業 に お け る年間薪材消費量 は 約

2，800棚 ， 1棚 ＝216貫 とす る と60．5万貫 で ，「年 々 製 造人 二 於テ 薪買入 二 困難罷在候 （中略）薪炭欠貧

致 シ候 テ ハ 営業 難相成場合 ニ モ 可立至心 配 ノ 余 リ」 と記 され，燃 料不足 が大 きな問題 に な っ て い る こ

　 　 　 　 　 　 c45）

とが うか が え る 。 平野 村 の 薪材需要高は 1888年に 192万貫，90年 に は319万貫 と急増 して い る （表 6 ）

が
，

こ の 時期の 特徴は ， 従来の 入会地 で の 薪炭材の 伐採 に くわ え て ， 薪炭材の 不足 をお ぎな うため に

官有林 ・ 御料林の 立木払下 げに よ り薪炭供給 の 増加 が はか られ る よ うに な っ た こ と で あ る 。

　1887年の 『長野県蚕糸業組合取締所年報 （第 2 回）』 は，製糸原料 （繭）， 製糸人員 （役員 ・男工 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （46）

女工 ）， およ び燃料 （薪 ・炭）に っ い て の 数量 と経費に つ い て 郡別 ・ 会社別に 記 載 して い る 。
こ れ ら

の 数字 は，「各郡蚕糸業組合 ヨ リ提出 シ タル 所 ノ元 表 二 就 キ調査 シ タ ル モ ノ」 で は あ る が 「之 ヲ 以 テ

直 二 真数 ト見認 ム ル 「殆 ト難 シ
。 特 二 平均相場ノ 如 キ各 郡大 二 懸隔 ヲ生 シ人 ヲ シ テ疑 ヲ懐カ シ ム ル ノ

恐 レ ア リ」 とい う注釈が っ け られ て い る よ うに ， 明 らか に誤植 と思わ れ る数字や異常値 もみ られ るが ，

こ の 時点で こ の 資料 ほ ど各製 糸結社別の 薪炭消費量 に っ い て 詳細に 記載 した も の は な い の で ， 個 別の

製糸結社 ・組合 レ ベ ル で 再検討 を くわえ な が ら こ の デ
ー

タを 利用 した い
。 表 8 は

， 諏訪郡所在の 15社

（計110工場） に つ い て の
一

覧で ある 。 原表 に おい て木炭 は貫数表示で あ る もの の薪消費量 は立方積表

示で あ る の で ，基本的 な換算基準で あ る 1棚 ＝216立方尺 ， 重量 ベ ー
ス で 1棚 ＝ 216貫 と して 貫数で 表

示 した 。 原表に お い て 単位当 り価格 が異常値を しめす公信社の 薪価額と改良社の 木炭価額 の 数 値は訂

正 し，単位当 り価格が他社 と大 き く相違する鵞湖社の 薪材消費量 は同社をの ぞ く14社の 1釜 当 りの 薪
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛47）

材消費量 （1，
589立方積） に 同社 の 釜数を乗 じ て 算出 した 。 表 8 か ら， 同年 の 最大の 消費者が 開明社

で あ り， 開明社は 諏訪郡薪消費量の 28．4％ を消費 して い た こ とがわ か る 。

　植林奨励費 が打 ち切 りに な る 1885年 8 月に は ， 下諏訪村 116名が 東俣官有 林 の 輪伐払下 げを願 い で

　 　 こヨe）

て い る が
， 民有林 の 伐採 に 関す る デ

ー
タ は，入 会地 の 伐採状況が 判明 しな い た め に 確 定す る こ とは不

可能に 近 く，「山林 の 荒廃」 や 「濫伐」の 状況 は表 2 で み た草山比 率か ら類推 す る よ りほ か に な い
。

山林 の 荒廃が急速 にすすむの は 1880年代半ば以 降で ，1884・85年頃か ら大木を長 さ 3 尺内外の 丸太 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かな え

切り ， 両切口 に 軸 を打 っ て轅 を っ け て 引き出 し ， 工 場ま で 運搬 して 割木に す る 「臼あ ら し」 とい わ れ

注　（45）　『平野村誌』下巻，384頁 。 た だ し，1釜 当 りの 年間薪材消費量は 432貫 とな り，若干過 小評 価 の よ う

　　　 に思わ れ る。 1棚 ＝216貫は，長野県勧業課 「天龍川通船荷物出入部 ・山林之部 ・化学之部」 （明治 17

　　　 年）（長野県立歴史館，明治 17B −6）に よ っ た が ，1棚 ＝300貫 とす る 記述 もあ る 。

　　（46）　『明治20年長野県蚕糸業組合取締所年報 （第 2回）』（明治21年 12月）， 『明治前期産業発達史 資料』 別

　　　 冊 54− H （1970年）。

　　（47）　 こ うして 同年 に おけ る諏訪郡の薪材消費量を算出す る と579万 6800貫 となる 。 ただ し，1貫 当 り価格

　　　 が 0．43銭 ， 1釜 当り薪材消費量が 1，589貫とな り，前後 の 時期の統計に 比較 して ，前者 に っ い て は 過小

　　　 評価，後者に っ い て は 過大評価 に な る 。

　　（48）　『下諏訪 町誌』下巻，1
，
254〜 1，255頁 。

　　　　 （143）　 15
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表 8　 諏 訪郡器械製糸場燃料消費量 （1887年）

社 名 設立 年 工 場数 沸騰 運転勤 繰糸鐓 耗準欝 響 響響
木
嬲

価

開 明 社

七曜星社

鵞 湖 社

改 良 社

平 野 社

金 山 社

矢 島 社

東 英 社

白 鶴 社
・

公 信 社

開 盛 社

欧 米 社

盛 業 社

蓬 進 社

両 全 社

　 計

1878　　　 22　 　　 蒸

1877　　 10　　 　 蒸

1877　　　 10　 　　 蒸

1873
』
　　　　　　13　　　　　　　　蒸

1875　　　 9　　　 蒸

1882　　　　　　　7　　　　　蒸 ．焚

1874　　　 11　　　 蒸

1876　　　 8　　　 蒸 ．
1876　　　 5　　　 蒸

1876　　　 2　　　 蒸

1881　 　 4　 　 蒸 。焚

1877　　　 2　　　 蒸

1875　　　 3　　 　 蒸

1878　 　　 2　　 　 蒸

1880　　　 2　 　　 蒸

　 　 　 　 110

水 ・人

　水

　水

水 ・人

　水

　水

　水

　水

　水

　水

水 ・人

　水

水 ・

「
人

　 水

　 人

0284098505784820333047893566568

弓

34312121

1，647．7545
，1537

，1515

．6q20
．3414
．1397

，3366
，7311
，6．

234．81272107

．2
　 83．4

　 46．9
　 41，9

3，650 5，796，8

899164006076099

一
3

353553335633456

…
4

0000000000

σ

000qO

2．5　 　 　 3．15

8．0　　　 3，01
2．9　　　 4．26
4．1　 　 　 3．43

3．4　　　 4，00

1．4　　　 3，01
2．5　 　 　 4．44
2．8　 　 　 2、54
4．5　 　 　 2．67
1．4　 　 　 432

0．7　 　 2，68
0．4　　　　　・3，67

0．3　 　 　 3．33
0．7　 　 　 3．32
0．2　 　 　 3．64
35．5　　　　　　3，34

資 料）　『明 治20年長野県蚕糸業組合取締 所年 報 （第 2回 ）』 （明治 21年12月），267〜268，275〜277頁 よ り作 成 。

　注）　原資料に お け る鵞 湖社 の 薪 数量，公 信社 の 薪 価額 お よ び 改良社の 木炭価 額 は 単位 当り価 格か らみ て 誤植 と思 わ

　　 れ る の で，各々 53？，070立方積．1，400．40円，140．10銭 に訂正 して 計算 した。 金 山社 の 設 立 年 は 原 史料 で は 1888

　　 年 と な っ て い る 。 蒸 ：蒸気 ， 焚 ：焚 火，水 ：水力，人 ：人力。

る簡便 な運搬法が お こ な わ れ る よ う に な っ 製
。 官有林の 伐採状況 は ， 下諏訪 村の 東俣官有林 （1，445．3

町）に つ い て判 明す る 。 1884〜 88年の 諏訪郡 の 官有林 にお け る伐採総数は 19万7882本で ， そ の うち用

材 が 9，
644本 （4。9％），薪炭材が 18万 8236本 （95．1％）で ， 大部分が燃 料と して の 薪炭材 の 伐採 で あ っ

た 。 ま た同期間に お け る盗伐 ・火災 ・風雪災 ， 枯木な ど に よ る損害木計 4 万 5993本の うち ，
2 万 2549

本 （49．0％） が盗伐に よ る も の で ，
1888年 に は 損害木 1万 9758本 の うち， じっ に ．1万 9669本が 盗伐で ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （so ）

薪炭材 の 不足が い ち じ る しか っ た こ と を うかが わせ る。

　 （4）　 1890年代の 薪炭需給構造

　1880年代 末 に は薪炭材の 不足が い ち じる しくな り， 90年代に は い ると ， 官有林 ・御斜林の 払下 げ運

動 が積 極化す る と と もに ， 他郡お よび他県か らの 薪炭材 の 移入 も本格化 し， ま た 80年代に 不調に おわ っ

た 植林に よ る山林育成の 方向が ふ た た びめ ざ さ れ る よ うに な っ た 。 こ う した 薪炭材の 不足 を背景 に ，

燃料 の 薪炭か ら石炭 へ の 転換 を模 索す る と い うあ た ら し い 動 きもで て きた。

　1890年代 に は，薪炭消費量の デ
ー

タ も比較的多 く利 用可能 に な る （前掲表 6 ）。 1890年 の 長 野 県 の

製糸業燃料調査 に よ る と，同年 の 長野県 の 薪消費量 は 1，559万 貫 と推定 さ れ て い る が ，
こ の 調 査 の 1

釜 当 りの 年間薪消費量 （675貫）は 1888〜 91年頃の 14製糸工 場，計 4，000釜 （上高井郡 中野町 ， 下 高井

郡須坂 町，埴科郡松城町，上水内郡長野町 ， 小県郡上 田町，北佐久郡小諸町所在）を対象 と した調 査

に よ る薪消費量 と同 じで ， 諏 訪郡 の 年 間薪消費量 も単純 に釜数 （8，097釜）を乗 じて 547万貫余 とな っ

て い る 。 こ の 調査で は年間就業 日数を 150日 と して い るが ， 89年 の 開明社な ど平野村 8 社 の 就業日数

は 211日 で あ っ た の で ， こ の 数字に そ く し て 1 釜当 りの 年間薪消費量 を換 算す る と 950貫， さ らに諏訪

注 　（49）　『平野村誌』下巻 384頁 ；『下諏訪町誌』上巻，甲陽書房，1963年，162頁 。

　　（50）　『長野県統計書』明治17〜21年 。
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表 9　 平野村製糸工 場別薪材 ・石炭消費量 （1892年 1D月）

　 　 　 　 　 　 　 　 資本金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 繰糸釜 数社　名　　設立年
　 　 　 　 　 　 　 　 （円）

生糸生産高　薪材消費量　 同価額　 石炭消費量

（個）　　　　 （貫）　　　 （円）　　　 （貫）

開 明 社 　 1878 　 500，000 　 1，736

青巨　上 　館　　　　1890　　　　　50，000　　　　L251
改 良 社 　 1882　 55，00D 　 　

一

信 英 社 　 1890　 32，960 　 955

平 野 社 　 】886　 100，000　 495

明 進 社 　 1890　 42，000　 　 99

西 白鶴社 　　1891　　 60，000　　　
一

矢 島 社 　 1884　 14，000　 253
金 山 社 　 1882　 ．1顎q〔L ．．．434

　 　 合 計 　 866，4605 ，223

2，0177836583923933122352271275

，144

1．545．240　　　　17．170　　　　　7，000
551，430　　　　　6，12了　　　　　12，330
467，120　　　　5，190　　　　　6．640

285．120　　　　　3，168　　　　　　　　　−

283．860　　　　　3、154　　　　　　　　　−

224，640　　　　2，496　　　　　　　　−

169．200　　　　　1，880　　　　　　　　−

163，440　　　　　1．816　　　　　　　　−

．．91．4A．P．．．．．．．1・PI−Q．．　　　
−

3，781．490　　　　42，017　　　　25，970

　 　 　 　 　 資料 ）　平 野 村役場 「製 糸 関係 霄類」 15 （岡 谷 蚕 糸 博物 館 5・119）；農 商務省 農 務局 『第 2 次 全 国 製 糸

　 　 　 　 　 　 　 　工 場調査表』 （明治31年 4 月）よ り作成。 設立 年は r明治26年長野県統計 書』に よ っ た が，表

　 　 　 　 　 　 　 　 8 と は 異同 が あ る 。

　 　 　 　 　 　 注 ）　 生糸 1個 の 生産 に 必 要 な 薪材消費量 は 720貫，価 格 8 円 と な り，し た が っ て 1 貫 当 り価 格 は

　 　　　　　　 　1．11銭と な る 。 1892年の 平野村の 石炭消費量 は22．7万貫で あ るの で （後掲表 10），石 炭 消 費量

　 　 　 　 　 　 　 　 の 数 値 は不 完全 の よ う に 思 わ れ る 。

郡 お よ び平野村の 年間薪 消費量 を推定 す る と各 々 769万 貫，319万貫 と な る 。

　 1892年 の 諏訪郡 に っ い て は ， 同年 11月の 上伊那 郡川島村御料林立木払下願 に，製 糸業 の 「需用 二 供
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ？ マ

ス ル
ー

カ 年 ノ 薪材ハ 凡五万余棚 （六尺立方二 尺棚） ヲ要 ス ル ノ ミ ナ ラ ズ，加フ ル ニ 本郡 ノ 如 キ寒地 ハ

薪炭 ヲ 消費 ス ル 最 モ 多ク
， 製糸外郡 中一万五 千余戸 二 要 ス ル 薪材凡拾万棚 ヲ 合算 ス レ バ 拾五 万棚 ノ 巨

　 　 　 （52）

額 二 及 フ 」 と記さ れて い る こ とか らみ て ， 諏訪郡の 年間薪材消費量 は全体で 15万棚 ， そ の うち約 5万

棚 （1，080万貫）が 製糸業 で 消費 され た こ と に な り， こ の 場合 1釜 当り の 年間消費量 は 1，283貫 とな る。

表 9 は ， 1892年 10月現在の 平野村 の 製糸結社別薪材およ び石炭 消費量 を しめ し て い る 。 薪材消費 量

378万貫 を年に換算す る と454貫，1釜 当 りの 年 間消費量 は 723貫 とな り ， 諏訪郡 の 1 釜 当 りの 消費量

と大 き な相違が あ るが ， 同時に 開明社 ， 龍上館，改良 社の よ うに 規模が 大 き く， した が っ て 薪材消費

量 も多 い製 糸結社 で 石炭が使用 され るよ うに な っ て い る こ とは注 目されて よ い
。 1893年の 平野村 に お

ける製糸工 場薪材消費量は 645．5万貫で ， 1釜 当 り年 間薪消費量 1
，
355貫 に 諏 訪郡 の 繰糸釜 数 を乗 じ る

と1，475万貫 とな り，こ の 数字 は 1894年 7 月の 西筑摩郡楢川村御料林払下再願に お け る諏訪郡 の 製糸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （fi3）

用年間 薪材消費量約 7 万棚 （1，512万貫） に 相応 して い る 。

　1890年代前半期 に おけ る伐採に つ い て の 統計 は得 られ な い が，1896年平野村の 民有林に お け る薪炭

材の 伐採高は 4
，
000棚 ， 97〜99年各 1

，000棚，1900年 1，100棚 ， 1896〜 1900年平均 1，620棚 （35万貫） で ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （54）

1900年の 薪炭材現存数 は 10万3850棚 （2，
243万貫 ）で あ っ た。

　官有林 の 立木払下げは ， 1892年 11月に開明社が 上伊那郡川 島村御料林の 立木払下 げを願い で て い る 。

こ れ は ， 1892年12月 〜 1902年11月 まで の 10年間に ， 立木 20万本 （650町） に つ い て 薪 10万 棚 ，
つ ま り

年 1万棚ず つ 10年に わ た っ て 立木の 払下 げ を願 い で た もの で あ るが，御料局静岡支庁の 許可す る と こ

注 　（51）
　 　（52）

　 　（53）

　 　（54）

『信濃蚕糸業史』下巻，969〜970，1，144〜1
，
145頁 ；『平野村誌』下巻，481頁 。

「製糸関係書類」15。
「製糸関係書類」15 （『長野県史』近 代史料編第 5巻 （3 ），562頁）。

「産 業関係書類」 2 。
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うと は な らず，同社 は翌 93年 10月に ふ たた び同御料林の 立 木特売払下げを願 い で た。 開明社 は それ ま

で 燃料用 の薪材 を山林よ り入手 して い たが，製 糸業が 盛 ん に な るに っ れ て 「薪材 ヲ消費ス ル 実 二 巨額

二 達 シ最早供給 ノ途 ヲ失 ヒ 」，その た め に 御料林 2
，
272町 の うち36町 5畝13歩に っ い て 雑種立木8，

105本，

栂立木 3，720本，椎立木180本 ， 椹立木1
，
620本， 檜立木120本 ， 計 1 万3745本 （棚数計4

，
841棚）， 金額

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s5）

に し て 1
，
742．81円に の ぼ る立 木 の 特売 払下 げを願 い で た の で あ る。 しか し， こ の 払下げ も 「実算上 ノ

精査 ニ ヨ レ ハ 本郡惣 計繰糸釜数 ：＝ 対 ス ル 薪量一個 二 付僅々
一

棚以内 ノ供与 ニ シ テ ， 全 ク本郡製糸 ノ安

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （56）

全 ヲ持続セ ラ ル ヘ キ モ ノ ニ ア ラ ス 」 と い う状況で あ っ た 。 こ の 払下再願 は 許 可 され る こ と に な り，

1893年 11月 よ り開明社 ， 信英社 ， 龍上館 ， 平野社 ， 改良社 ， 七曜星社，鵞湖社 7社の 共同事業 と して

年 10万棚を年 1万棚ず っ 10年間に わた り立木の 伐採 と運搬 をお こな うこ とに な っ たが ， 最刧は洪水に

よ る流失や 運送法の 失敗な どに よ り薪材価格 が高 騰 し，また水鉄砲 に よ る耕地の 損害な ど の た め に地
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （51 ）

元村民 も反 対 して経営 は困難 とな り，開 明社 と信英社を の ぞ く 5社 は脱退 して しま っ た 。

　そ の 後 ， 開明社お よ び信英社両社は伐採を継続 す る こ とに な り， 開明社 が 中心 と な っ て ， 1895年 9

月に 「生糸製造用薪炭 ヲ伐出 シ及 ヒ売買 ス ル 」 目的で 諏訪薪炭株式会社 の 設立認可 を申請 した
。 同社

の 資本金は 2 万円 （全額払込み ）， 1株20円で 1，000株を発行 し， 尾沢福太郎 （166株），林国蔵 （96株），

林三 次郎 （73株），片倉兼 太郎 （51株），林利三 郎 （33株），林継次郎 （32株） の 6 名が発 起 人 とな っ

て 451株を引受 け，専務取締役に片倉光治 ， 取締役に尾沢福太郎 お よび林 国蔵 が 就任 し ， 1896年 3 月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （fiS）

よ り1906年 2 月ま で の 10年を期 限 として 発足 した 。 同社は ， 伐出 しを地元の 川島村民 に ， 輸送 を小野

薪材運 搬会社 に 請 け負 わせ て 事業 は しだ い に 順調 に む か い
， 燃 料不足 は 緩和さ れ た が ，特売払下げ期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s9）

間の 満了 とと もに 解散す る に い た っ た
。

　ま た 1894年 6 月に は平野村 の 明進社 ， 矢島社 ， 改 良社，金 山社 4 社 が 御料局 名古屋支庁に 西筑摩郡

楢 川村御料林払下願 を提 出 したが聞 きとどけ られ ず ， 7月に 再度払下願を提出 した 。 こ の 払下願に は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ママ

「生糸機械製造所ハ 年
一

年 ト増加 シ 現今本郡内繰糸釜数凡一
万二 千余 二 至 リ， 之 ガ 需 用 二 供 給 ス ル 薪

材凡一 力 年七万余棚 （六 尺平方二 尺丈ケ） ヲ要 シ ，而 シ テ 現今近隣山林 ノ 実況 ヲ顧 ル ニ
， 四 方瓦 骨 ヲ

顕 シ 言 フ ベ カ ラ ザ ル 有様 ニ シ テ 到底将来 薪材 ヲ得 ル ノ 途 之 レ ナ ク 悲 歎 罷 在候 」 と述 べ られ ， 1894〜

1903年 の 10年間 に わ た り毎年 1万5000本ずつ 計15万本 の 薪炭材 （面積400町） の 払下 げを も とめ て い

（60」

る 。

　 っ ぎに燃料 の 近隣各郡か ら諏訪郡 へ の 移入 の 状況 に っ い て検討 しよ う。 1892年に お ける諏訪郡 の 燃

料 の 移入に っ い て み る と，他府県か ら の 移入 は な く，薪 は上伊那郡お よ び 東筑摩郡 か ら計 467万 5000

貫 （価 額 5万 1425円，10貫当り価 格 11銭 ），炭 は 小 県 郡 ，東 筑摩 郡 お よ び上 伊 那 郡 か ら 4 万 8000貫

（価額1
，
920円，10貫当 り価格40銭）， 石炭は東筑摩郡か ら22万7678貫 （価 額 5，237円 ， 10貫 当 り価格23

注 　（55）　「製糸関係書類」 15。

　　（56）　「製糸関係書類」 15 （『長野県史』近代史料編第 5 巻 （3）， 562頁）。

　 　（57）　 『平野村誌』下巻，385頁 。

　 　（58）　「製糸関係書類」 15。

　 　（59）　 『平野村誌』下巻，385頁 。

　　（60）　「製糸関係書類」 15 （『長野県史』近代史料編第 5巻 （3），562〜 563頁）。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 （el）

銭）が 移入 されて い た 。 な か で も燃料輸入額 の 88％を しめ る薪は ， 上伊那郡松島村か ら下諏訪に い た

る岡谷街道を通 っ て荷馬車で 岡谷 ・ 川岸村に 輸送 された
。 1892年 に は 「伊那郡 ヨ リ岡谷街道 ヲ経テ 諏

訪郡 へ 輸 入 ス ル 薪駄数」 は 5万棚 （1，080万貫），価額 に し て 15万円 で あ っ た か ら ， 10貫当 り価格 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ マ

13．9銭 とな る 。 こ の うち 「山元元価」 お よ び 「山元 ヨ リ諏訪需用 者迄 ノ運 賃」が ともに 7 万5000円 で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6？）

あ っ た の で ，輸送費が 薪価格 を押 しあ げて い た とい え る。

　以 上 か ら1890年代前半期の 諏訪地方 に おけ る薪炭材の 需給構造 をみ る と，平野 村 の 製糸用薪需要量

646万貫 に対 して ， 供給 は ， 伐採35万貫 （1896〜1900年平均 ），立木 払下 げ216万貫 ， 移入 468万 貫で ，

薪炭消費量の 約 3 分の 2が 隣接地域か らの 移入 ， 残 りの 3分 の 1が 入会 地お よ び官有林の 立木払下 げ

に 依存する構造で あ っ た と い う こ とが で きる 。

　下諏訪の 場合，農民 は農閑期 に 自由に 入 山 して 汽罐用燃料に 濫伐 した た め， 1892・93年頃ま で に 砥

沢 山の 奥地をの ぞ き近隣の 共有林 もふ くめ て 全山裸山にな っ て しま っ たとい う。 ま た1897年頃に 白鶴

社が 東俣御料林の 立木払下 げを 出願 したの に 対 して，下 諏訪町 ・ 長地 村の 住民 は御 料林が 「水源涵養

林」で あ り，農業灌漑に 必需で あ る と反対 した た め に ， 払下げは 御料局 の 許可す る と こ ろ とは な らな

か っ た 。 1898年 2月に は 明治維新に い た る まで 共有林で あ っ た湯沢山官有林 （8町 2反 5畝，松木数

6，900本 ， 土地 お よび松木代金 合計 1 万0761円） の 払下 げが 申請 され ，3万 2000円で 払下げ られ る こ と

に な っ た が，結 果的 に は分 売され ， 松の 美林は大部分が 2 〜 3 年の うち に 製糸燃料 と して伐採 され て

しま．い ， さ らに 山林伐採跡の 直径 3 尺に もお よぶ 根株 も製糸燃料と して 1株残 らず掘 りとられて しま っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s3）

た た め
， 1900年 4 月の 下諏訪町議会に は 「根株採掘禁止 の 件」が 上提 され る に い た っ た と い う。

　しか し， 燃 料消費量 の 増大に よ る薪炭材の 不足 は
， 長野県内の 隣接諸郡 の み な らず他府県 か らの 移

入 も促進し，「県下工 業 ノ漸次発達 ス ル ニ 随 ヒ薪炭用材 ノ 供給年 ヲ 逐 テ愈不 足 ヲ告 ケ ，僅 二 隣県 ノ 供

給 ヲ仰キ 漸ク其事業 ヲ 維持 ス ト雖 モ
， 材価益騰貴 シ将 二 工業 ノ恐 慌 ヲ来 タサ ン トス ル ノ兆 ア リ」 とい

　 　 　 　 　 　 ｛s4）

う状況 に な っ た。 1897年の 長野 県の 他府県 か らの 燃料移入の 状況をみ る と ， 薪 は群馬 ・新 潟両県 か ら

7万 7376貫 （1，630円， 10貫当 り価格21銭）， 木炭は群馬 ・ 新潟 ・ 山梨 3 県か ら34万8589貫 （2万 2715

円， 10貫 当 り価格65銭）， さ ら に 石炭は 東京お よ び北海道 か ら101万 4560貫 （価額 3 万 7502円， 10貫 当
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （65）

り価格37銭）が移入 されて い た 。

3　 薪炭か ら石炭 へ の 転換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c66〉

　諏訪郡で ぽ，1877年頃か ら東筑摩郡本城産の 西条炭が使用され るよ うに な っ た と い わ れ て い る 。 し

か し、 こ の 段階で の 石炭の 利用 は ， 石炭価格が 薪材 に 比較 して 相対的に高価で ， しか も汽罐の構造的 ・

材質的問題 に くわえて ， 石炭を焚 く熟練火夫がい なか っ た た め に汽罐の 損傷が い ち じる しく，危険を

注　（61）　「産業関係書類」 1，「諏訪郡平野 村物産輸出入表」。

　　（62）　『長野県史』近代史料編第 5巻 （3 ）．615頁 。

　　（63）　『下 諏訪町誌』上巻，160，162頁 ；同下巻，1，255”・1，
258頁 。

　　（64）　「本県地方林政 沿革」『信濃山林会報』第 1 号，90〜91頁。

　　（65）　「長野県物産輸出入表」， 『長野県統計書』明治30年付録 。

　　（66）　『平野村誌』下巻，386〜387頁 。
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衷 10　長野県および平野村石炭消費量

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （単位 ：貫）

年 　 　長 野 県 （a ） 平 野 村 （b）　 （b）／ （a）

1．890　　　　　38．01工　　　　　n ．a ．

亅891　　　　　98，220　　　　　53，339

1892　　　　380．763　　　　227，678
1893　　　　771，497　　　　457，488
1894　　　　397．447　　　　306290

1895　　　　844，203　　　　610，663
1896　　　3．853，516　　　3，506，290
1897　　 4，164．096　　　　n ．a．

1．898　　　3，793．955　　　3，186．290

1899　　　4，872，171　　　3，200．000
曜

1900　　　2，828，399　　　　　n 、a．

1901　　　1，708．253　　　　　n ．a ．

1902　　　　1．了70，337　　　　　n ．a．

1903　　　5．867，925　　　　　n ．a．

1904　　 7．386，618　　　　n ，a．

54，359
．859

．377
．172
．39LO

84．065
．7

資料 ）　1890〜93年 ： 『長野県 勧業 年報 』 （第 13，14，16

　　 　回 ），1894〜1904 年 ：『長 野県 統計 轡』 各 年，
　　 平 野村 役場 厂産 業関 係書類」 1 ，2，6 お よ

　 　 　び 「製 糸関 係書類 」 15よ り作成 。

　注 ） 原 表 の 斤表 示 を 1 貫 ＝625 斤 と し て 換 算 。

　 　 石炭 は すべ て 民 間工場 用 で あ る。
　　 　 ＊ 原史料 で は 「32，000貫 」 で あ る が，誤 植

　　 　な い しは 記載 単位 の 誤 りと し て 訂正 した 。

と もな うな どの 技術的問題 を生 じ，す ぐに 普及す る こ と は

　 　 　 c67）

な か っ た 。 表10は，1890年以降の 長野県お よ び平野村 に お

け る民間工 場用の 石炭消費量を しめ して い る 。 長野県の 石

炭消費量の 増加が平野村の 消費量 の 増加 に 依存 して い た こ

とは明 らか で ， 1896年に 急増 して 以 降1900〜02年に か けて

一
時的に 減少 した 後 ， ふ た た び増加 して い る。

こ の 1890年

代半ばの 石炭消費量 の 急増 と90年 代後半期の 停滞， さ らに

20世紀初頭 の 減少 と い う趨勢が ， 代替燃料 と して の 薪炭材

の供給お よ び価格の動向と密接 に関連 して い たこ とは想 像

に か た くな い
。

　図 1 は ，1878〜 1911年 の 松本に お け る薪 ， 炭お よ び石 炭

価格に っ い て ，
エ ネ ル ギー効率 に換算 して 薪 10貫が 各々 木

炭5．14貫，石炭3．7貫 に 相 当す る もの と し て グ ラ フ 化 し た

　 　 　 　 （68）

もの で あ る 。 木炭の 消費量 は薪 に比較 して少 な く，木炭 の

相対 価格 も基本的 に 薪価 格よ り若干高 い と こ ろを推移 して

い る の で ， こ こ で は薪 と石炭価格の 動 向 を比較検討す る こ

とに しよ う 。 薪価格 は 1881年 と85年に高騰 す るが，価格変動 の 幅は か な り大 きい 。 1880年代後半期か

ら90年 代前半期に か けて ，す で に み た よ うに 1892年の 上伊那郡川島村御料林の 薪材払下 げや隣 接諸 郡

か らの 移入に よ っ て 薪材の 安定的な 供給が は か られ る よ うに な り ， 価格の 高騰 も抑制 されて い た が ，

97年 に 価格が 急騰 して 以降は大 き く変動 しな が らも相対的に 高価格で 推移 して い る 。 そ れ に対 して石

炭価格は，国 内市場の 拡大 と鉄道 に よ る石炭流通地域の 拡大 に と もな う
一

般 的低落傾 向 を背 景 に ，

1890年代前半期に 薪価格に比較 して 相対的に急 落 して い る。
こ こ か ら日清戦 後の 石炭消費量の 急増は ，

薪材価格の 高騰 に よ っ て 促進 され た とい うよ りも， む しろ 90年代前半期 の 石炭価格の 相対的な 急落 が

底流 とな り ， それが 97年以 降の 薪材価格の 急騰に よ っ て石炭へ の 転 換 を 促進 した と い う こ と が で き

る 。

　しか し，1890年代初期以降 の 石炭価格 の 相対的低落 と石 炭消費量の
一

時的急増 は ， そ の ま ま薪炭 か

注　（67）　 『平野村誌』下巻 ， 387頁 。 1890年頃 の 小樽の 1 ト ン 当 り石炭価 格 は 4 円50銭で ， そ れ に小樽 ・新 潟

　　　　間 の 運 賃 2円と新潟か ら長野 ま で の 運賃 2円を加算する と，長野で の 石炭価格は 8 円50銭，1 貫 当 り

　　　　3．8銭 とな る 。 薪 10貫 は 石炭：3，7貫 に 相当す る の で ，同年 の 薪価格 10貫 当 り11銭 に 対 して ，石炭 3．7貫当

　　　　りの 価格 は 14．1銭 と な り ， 石炭は運賃が 高 い た め に 薪材に 比較 して割高 に な っ て い る （『信濃蚕糸業史』

　　　　下巻，968頁）。 た だ し，同書 に し た が っ て ，石炭 1 ト ン を 1
，
680斤 と して 石炭 3．7貫 の 価格を算 出す る

　　　　と11．8銭 とな り， ほ とん ど差はな くな る 。

　　（68）　松本は，物価の 趨勢が判明する諏訪に もっ と も近 い 都市で あ る 。 薪 と木炭 の 換算比率 は，鉄道省運

　　　　輸局 『木材に 関す る経 済調査』 （1925年 ，10頁） に よ り ， 薪の 熱量 を 全乾木材 と同等の 3
，
600カ ロ リ

ー，

　　　　木炭の 熱量 を 7，000カ ロ リーと して 換算 した 。 『長期経済統計』第 9 巻 （17頁）で は薪 の 熱量 を 約 2
，
900

　　　　ヵ ロ リ
ーとして 換算 して い るの で ，そ の 場合は薪10貫 は木炭 4．16貫 に相当する こ と に な る 。 薪 と石 炭

　　　　（北 海道炭）の 換算比 率 は 『信濃蚕 糸業史』下 巻 （968頁） に よ っ た が ， 西条炭の エ ネ ル ギ ー効率 は 北

　　　　海道炭 に 比較 して 低い の で．い っ そ う多量 の 石炭 を必要 と した と思 わ れ る 。

20　 （148）
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ら石炭 へ の エ ネ ル ギ ーの 転換を意味 しな か っ

た 。 1893年の 信越線全 通 に よ っ て大 屋か ら中

山道 経 由で 和 田峠を経て 諏訪に い た る物資の

輸送が 可能 にな り，原料繭 など軽量物資の 輸

送 は促進 されたが，石炭 の よ うな嵩高 品の 輸

送 は依然 と して 困難 で あ っ た 。 また さきに み

た よ うな石炭利用 の 技術的問題 も解決され て

い なか っ た の で ， 明治30年代で も石炭利用 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c6s）

総釜数の 30％程度 に とど ま っ て い た
。 表 5 で

み たよ うに 1880年 代 末か ら90年代 を通 して

動力用 汽罐の 利用 が相対的に 減少 し ， 水力を

中心に 水力と蒸気 と の 併用が み られ る よ うに

な っ た 背景に は ，
こ の よ うな事情が あ っ た の

で ある 。 平野村の 場合，1905年に は ふ た た び

蒸気力の 利用が 増加す る が ， 諏訪郡全体で は

蒸気の み を動力 とす る工場数36％ に 対 して ，

58％ の 工 場 は依然 と し て 水力を利用 して い た 。

　 1903年に篠 ノ 井線が 松本 まで 開通 同年末

に 塩尻 まで 延長 され， さ らに 1904年に は 塩尻

銭

60

50

40

30

図 1 薪 ・木炭 ・石 炭の 相対価格，18ア8〜1911年

20

　 　

10
　 　

01878
　　1882 　　1886　　1890　　1894　　1898　　1902　　1906　　1910

資料） 薪 ・木炭価 格 ： 1878〜1884年 は 『信 濃 蚕 糸 業 史 』 下 巻 ，

　　　　　　　　 1，282〜83頁 ；iSb5〜1896年 は r長 野 県 勧 業

　 　 　 　 　 　 　 　 年 報』 第 8 回 （1885）〜第19回 （1896）； 1897〜

　 　 　 　 　 　 　 　 1911 年 は 『長野 県統計書』 （明治 30〜44年 ）。

　 　 石 炭 価 格 ： 1B83〜1890年 は 『長野県統計書 』 （明 治 ユ9〜

　　　 　　　　　 23年）；1893年 は 『長野県勧 業 年 報 』 第 16回

　 　 　 　 　 　 　 　 （1893 年）；1894〜1911年は 『長野県 統 計 霄 』

　 　 　 　 　 　 　 　 （明 治27〜44年）。

　注 ）　1885 〜1894 年 は 各年 1 月〜12月 の 12ヵ 月の 平均 価格。1895〜

　 　 1902年 お よ び1904〜1911 年 は 各年 と も 3．6，9，12月 の 4

　 　 　 ヵ 月 の 平均 価格 （た だ し，1911年の 石 炭価 格 は 3，6 ，12月

　　　の 平均価格 ）。
1883〜1890 年 の 石 炭価格 （100斤 ） は 長 野 ・松

　 　 本 ・上 田 3 市 の 平均。IS94年 の 石 炭価 格は 長野 の 平 均価格 。

　 　 1903年 の 薪 ・木炭価 格 は 平野村の 数字 。 1895年の 松 本 の 石 炭

　　 価 格は 誤 植 と 思わ れ る の で ，長野 ・上 田 の 平均 価格 を とった 。

　 　 1902年 の 木炭 価格 お よ び 1900〜1902年 の 石炭価格は 誤 植と思

　 　 　われ る の で，訂正 した。データの 得 られ な い 1891年 お よ び18

　 　 92年 と1903 年 の 石 炭価格 は 直線 補完 に よ る 。

か ら平 野村間下 まで の 索道の 運転が 開始 され て 西条炭の 輸送が容易に な り，石炭消費量 も増加 した
。

1905年に 中央東線が岡谷まで開通 し， 西条炭に くわえて 常磐炭や九州炭の 輸送 も可能に な ると，西条

炭は しだ い に市場か ら駆逐 され ， 中央線が全線 開通 した 1911年 の 岡谷駅 石炭到着量 5．5万 ト ン の 内訳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7D）

は，常磐炭60％，西条炭25％，九州 炭 15％で あ っ た と い う 。

　1906年度 にお ける平野村製糸工場 の 燃料消費量 を み る と，薪6．4万貫，炭3．7万貫 に 対 して ，石 炭 は

280万貫で ，石炭が 主要燃料の 地位を確 立 して い る。 平野村 の 石炭消費量 は ， 1890年代後半期 と比 較

して減少 して い るが ， 主要製糸工場 の 石炭消費量 は，開明社83万3398貫，小 口 組 50万 1120貫，信英社
　 　 　 　 　 　 　 （71）

37万1773貫な どで ， こ の 3社で 平野村石炭消費量の 61％ を しめ て い た 。 こ の こ と は ， 開明社 ， 小口 組

信英社 の よ うに 急速 に 石炭利用へ の 転換を は か っ た大 口消費者 と ， 継続 して 薪炭消費に 依存 しつ づ け

た製糸工場 へ の 分化を うか が わせ る。 こ の よ うに薪炭材か ら石炭 へ の 転換 が ス ト レ
ー トに お こ なわれ

ず， しか も表 5 で み た よ うに水力 へ の依存が継続 した 理 由は，天龍川流域 と い う立 地条件 もさる こ と

な が ら，熟練火夫の 不在や 石炭輸送の 困難な ど に くわ え て ，1890年代後半期の 薪炭価格の 高騰に 直面

注　（69）　 『平野村誌』下巻，387〜388頁 。

　 　（70）　『信濃蚕糸業史』下巻 ， 970〜971， 973頁 。 鉄道院 『本邦鉄道 の 社会及経済 に 及 ぼ せ る 影響』（1916年）

　　　 上巻，394〜395頁 ；同中巻，883頁 も参照 。

　 　（71）　 「製糸 関係書類」 15。

　　　　 （149）　21
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Soolo −Eoonomlo 　Hlstory 　Soolety

して ， 製糸家 は
一

時的に せ よ あ らたな設備投資 を必要 とす る石炭 利用 の 加 熱 ・動力兼用蒸気汽罐 へ の

転換か ， あ る い は水車 の 改良 ・ 大型化に よ り燃 料問題 に 対応 して い くか の 選択を せ ま られ ， その結果，

製 糸家の 分化が促進 され た と考 え られ る 。 ど ち らの 途に 比較優位が あ っ た か に っ い て は個別の 製糸家

あ るい は製 糸工場 レ ベ ル で 実証 研究を必要 とするが ， お そ ら く資金的に 余裕が あ り ， 立地条件か ら水

力 へ の ア ク セ ス が 相対的に 困難な製糸工 場は 石炭利用 に よ る動力兼用蒸気汽罐に 転換 して い っ た の に

対 して ，天龍川流域に 立地 した製糸工 場や ， 即座 に動力兼用蒸気汽罐導入の 資金的余裕が ない 製 糸工

場の場合 は ， 加熱用汽罐は べ つ に して ， 動力 と して 汽水力併用をふ くめ て 水力 へ の 依 存 を高め る こ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く12 ）

に よ っ て 当面の 問題 を解決 しよ うと した の で あろ う。 それ が 諏訪郡に お い て
一

時的に動力用水力の 利

用 を 増加 させ る と向時に ， 薪炭燃料の 継続的利用 を も可能に し た た め に 薪炭需要 も急減する こ とな く，

薪炭価格 も低下しな か っ た と考え る こ とが で きる
。 製糸用 エ ネ ル ギ

ー
の 薪炭か ら石炭 へ の 転換 は ， 石

炭用 蒸気汽罐が技術的に 改良さ れ， しか も低価格で 供給 され る よ うに な る 日露戦争以 降 に な っ て は じ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （T3）

めて本格化 した とい え よ う 。

おわ りに

　本稿で は ， 諏訪地方に お け る製糸業の 発展と薪炭燃料の 供給地 で あ る 山林の 荒廃 と の 関係に つ い て

燃料問題 に焦点を あ て て 考察 して きた が ，在来産業 もけ っ し て 環 境破壊 とは無 縁で は なか っ た 。 1870

年代後半期か らの ア メ リカ 市場 に お け る諏訪器械 糸 に対 す る需要 の 急増 を背景 に ，繰 湯 ・動力用燃料

と して の 薪炭材に 対す る需要 も増加 した
。 諏訪地方で は薪炭材 は江戸時代以来の 入会慣行に したが っ

て共有林 （入会地）か ら供給さ れ た が ， 生産量の 急 増に と もな う薪炭需要 の 増大に 応 じ る こ とが で き

ず ， 1870年代末頃か らしだ い に 燃料不 足 が大 きな 問題 とな っ た 。 諏訪地方 に お け る燃料不足 に は地 域

差が あ る もの の ， 1880年頃の 平野村 の 薪炭需要は共有林か らの 供 給で 充足 され て い た が ，80年 代半 ば

まで に薪炭材の 不 足 は顕著 に な り，80年代に はそ れ まで の 入会地で の 薪炭材の 伐採 に くわ え て ， 官有

林 ・御料林の 払下げ に よ る薪炭供給の増加が はか られ る よ うに な っ た 。 すで に 1870年代か ら利用制約

の 弱 い 部落有林野 に お い て は立木の み な らず下草の 濫伐が お こ な わ れ ，「コ モ ン ズ の 悲劇」 が 明 瞭に

な りっ っ あ っ た
。

1880年代半 ば に は 山林原野 の 荒廃が さ ら に 顕著に な り ， 諏訪郡 の 民有林面積 の 4 分

の 3 は 「禿山」で あ っ た 。
こ う した 山林 の 荒廃を背景に長野県は行政主導 に よ る植林政策を すすめ た

が，大 きな効 果 を あ げ る こ とは で きず ， 1890年代 に は い る と薪炭材の 不足 は い っ そ う顕著 と な り， 90

年代前半期に は ， 入会地か らの 供給や官有林 ・御料林 の 立木払下 げの ほ か に ，供給不足をお ぎな うた

め に 薪炭燃料の 隣接諸郡 ， 他府県 か らの 移入 を 急増 させ な ければ な らなか っ た 。

　 こ う した薪炭材の 不足 が 顕著に な るな かで ， 代替 エ ネ ル ギー
へ の 転換， っ ま り薪炭か ら石炭へ の 転

注　（72）　 1釜 当 りの 生産性は，水力工 場で も蒸気力 ・汽水併用工場 と同等で あ り，生産費 の 点で はむ しろす

　　　　ぐれ て い た と い う （高村 『再発見明治の経済』，232〜 233頁）。

　　（73）　 1907年 に下諏訪に諏訪電気株式会社が設立 され て 以降 しだ い に電力が利用 さ れ る よ う に な り，第 1

　　　 次大戦期 に はほぼ電化された と い う （「下諏訪町誌』下巻， 1，365〜1，368頁 ；尾崎章一 『長野県蚕糸業

　　　 外史』上 篇，大 日本蚕糸会信濃支会，1954年，200頁）。

　　（74）　『平野村誌」下巻，233頁 。

22　（150）
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Soolo −Eoonomlo 　Hlstory 　Soolety

換が 模索 され る よ うに な っ た 。 すで に 1870年代末か ら80年代半 ばに かけて 薪炭材を燃料 とす る加熱用

蒸気汽罐が急速 に普及 し ， さ らに動力兼用汽罐と して も利用 され る よ うに な っ て い た 。 1890年代前半

期 に は石炭産出量の 増加 と鉄道 に よ る流通 ル ー トの 確立に よ っ て 石炭価格が 薪炭価格に 比 較 して相対

的に 低廉に な り， さ らに 97年以降 は薪炭価格が供給不足か ら高騰 した こともあ っ て ， 産業用 エ ネル ギ ー

と して の 薪炭か ら石炭へ の 転換が促進 さ れた 。 しか し，従来広 く利 用 されて い た 加熱用蒸気汽罐は 薪

を燃料 とす る薄鉄板製 で あ っ た の で そ の まま石 炭用 に 転用 す るこ とは で きず ， 過渡的に水力利用 の 増

加 もみ られ た 。 1890年代末以 降に 本格化す る製糸家の 県内他郡お よ び県外へ の 進出の 背景に は
， 原料

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （T4）

繭確保の 至便 さ と と もに
，

こ う した 燃料問題 が あ っ た こ と は想像に か た くな い
。 本論文で 検討 した 諏

訪地方 の ケ ー
ス ・ ス タデ ィ は，動力に お い て 水力の 代替的利用 が 可能で あ る と い う立地 条件の ゆえ に

か な らず し も
一

般化で きな い と して も， 製糸業の 発展の ゆ え に生態系に大 きな影響をお よ ぼ した 顕著

な例を しめ して い る とい え よ う。
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S. SuGIYAMA  and  lzumi YAMADA
77ie ptobtem of fuel: an  economic  history of  the environment  with  reterence  to the Nagano
sjlk reeling industry

    The  purpose of  this article is to study  the link between deforestization and  the
development of  the silk reeling  industry in Suwa  district in Nagano  prefecture from the
1870S  to the 1900s, and  the subsequent  shift from firewood to coal. Since the Tokugawa
period, firewood for the silk reeling industry had come  from land held in common  by
several  villages.･  From  the late 1870s, the development of  silk as  the most  important
export  industry produced a shortage  of  firewood; by  the mid-1880s,  traditional sources

were  being supplemented  by the transfer to silk producers of trees on  government  land.
An  attempt  by  the  prefectural government to encourage  tree-planting was  un'successful

apd  in the early 1890s  it became  necessary  to transport firewood from neighbouring
districts.

    The  steam  boilers which  had been' uSed  in the silk reeling  industry since  the late
1870s were  cheap  to buy, but too weak  for use  with  coai.  Coal, therefore, did not  becotne
important until around  the turn of  the twentieth century,  when  steam  boilers had become
stronger  and  the gap in the relative prices of coal  and  firewood had been reduced.

Masao  INOUE
77ie power  of  Ritsuryo governments to control  markets  and  the suppty  ofmoney

   ln the early  years of the eighth  century, there were  no  price controls  in Ritsuryo law,
and  price fluctuations were  therefore legally recognized.  The  historical records  provide
evidence  that the government  minted  copper  coins  as  a  medium  of  exchange,  and  that
these were  widely  accepted  as  legal tender. In other  words,  there is no  real  basis for the
current  theory that in the early years of  the eighth  century  copper  coins  were  only  a  one-

way  means  of  payment.
   In 760, the government minted  new  coins  and  gave them  a value  ten times greater
than that of  the preceding coins.  This caused  inflation, and  by 772  both types of coin  had
an  equal  currency  value  in the market.  In 772, use  of  the older  coins  was  prohibited by the
law. But even  after  this prohibition was  issued, the older  coins  continued  to be circulated,

and  in 779, the government approved  the circulation  of both types, The equaiization  of

currency  value,  and  the continued  circulation  of  the older  coins  despite the attempt  to

prohibit them, show  the  limited extent  of  the Nara  government's  ability to control the
money  supply.

                                        ]
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